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　46は凹基の石鏃である。先端部と左脚を折損す

るが、本来は全長３cmを越える比較的大型の石

鏃であったと考えられる。長さ2.05cm、幅1.2cm、

厚さ0.5cm、重さ1.75ｇである。石材は黒曜石で

ある。

　47は平基の石鏃である。両側縁が丸く張り出し、

先端部が短いいびつな５角形のプロポーションで

ある。肉厚で、一種のスクレイパーの可能性もあ

る。長さ2.35cm、幅２cm、厚さ0.9cm、重さ3.48

ｇである。石材はチャートである。

　48はスクレイパーである。横長の剥片を素材と

し、長軸方向の両側縁に部分的に調整剥離を施し

て刃部としている。長さ２cm、幅1.1cm、厚さ

0.75cm、重さ1.63ｇである。石材は黒曜石である。

　49は短冊形の打製石斧で、刃部を折損する。背

面に自然面を残し、この部分に擦痕がみられるこ

とから、磨石を再加工した可能性がある。長さ

11.4cm、幅5.7cm、厚さ2.9cm、重さ216.14ｇで

ある。石材はホルンフェルスである。 

　50は石錘である。楕円形の自然石の長軸側両端

に、それぞれ数回の加撃による抉りを設けている。

長さ5.1cm、幅４cm、厚さ0.8cm、重さ26.2ｇで

ある。石材は砂岩である。

第24号住居跡（第185～187・189図）

Ｌ‐14グリッドに位置する。第146・147号土壙・

第１号溝跡に壊されており、第23号住居跡を壊し

ている。北壁のごく一部が調査区域外に存在する。

第23号住居跡との切り合いにより南西壁が不明

瞭だが、長径4.88ｍ、短径約4.3ｍの楕円形の住

居跡と考えられる。主軸方向はＮ‐54°‐Ｗを指

す。壁高は最も深い部分で0.16ｍである。壁溝は

検出されなかった。

床面は平坦で南東方向へ緩やかに傾斜し、かつ

中央がわずかに低くなっている。主軸線上やや奥
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壁寄りに炉跡を検出した。不整楕円形の地床炉で、

上下二段の掘り込みを持つ。長径79cm、短径

70cm、深さ13cmである。

床面上から７本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～４・７が主柱穴で、４本柱の上屋を

構成するものと考えられる。Ｐ１とＰ７は切り合

い関係にあり、上屋の建て替えがあった可能性も

ある。主軸線上で南東壁から約60cm中央寄りに

Ｐ５が存在し、これが出入り口施設と考えられる。

二段の掘り込み底面から、さらに深く小ピットが

穿たれている。

覆土は上下２層からなり、遺物は上下層の境界

面付近を中心に出土している。勝坂式と加曾利E

Ⅰ式の土器片が出土しているが、所属時期は後者

と考えられる。

第24号住居跡出土遺物

土器（第193・194図）

　1はキャリパー系の深鉢土器底部である。底面

は軽微な上げ底状となっている。平行沈線による

懸垂文が垂下し、沈線間の地文を磨り消している

ほか、単沈線の蛇行懸垂文も描いている。地文は

ＲＬ単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約16.8cm、現存高は約7.1cmであ

る。胎土は砂質である。器壁は外面暗橙色、内面

灰黄褐色である。焼成はやや不良である。

２～36は破片資料である。

10は勝坂Ⅰ式で、波状口縁波頂部に渦巻文を配

し、左右に三角押し文列が展開する。２は勝坂Ⅱ

式である。鰭状の隆帯によって口縁下に楕円形の

区画を形成し、内側に沿って爪型文と角押し文が

巡る。

３～８は勝坂Ⅲ式である。３は波状口縁から垂

下する刻み隆帯が眼鏡状突起に接続し、縦位の集

合沈線文を描く。８は底部直上の破片だが、ＬＲ

単節縦位回転の縄文を施文する。

９は２本の刻み隆帯が巡る頸部で、中峠系の土

器と考えられる。11はＲＬ単節横位回転の縄文と

綾繰り文を施文する胴部である。

12～30は加曾利E式のキャリパー類深鉢で、E

Ⅰ式後半の土器である。

12は２本隆帯の大柄な渦巻文で、EⅠ式であろ

う。13～15は２本隆帯による弧状モチーフの接点

に小渦巻文の突起を配する繋ぎ弧文の土器である。

13は口縁部文様帯下端を水平な隆帯で区画するが、

14・15は区画を持たない。14では主文様の下にも

縄文帯を持つが、15では頸部の無文帯に直に接続

している。

17は扁平に圧縮された文様帯で、頸部無文帯を

持たない。18は文様帯内部を隆帯が横走して、上

下に楕円形区画を作り出している。

23・24は口縁部文様帯の下端を区画する隆帯で

ある。25・26は胴部文様帯上端の区画であろう。

27は頸部の文様帯で、半裁竹管状工具による平行

沈線が上下を区画し、内部に同一工具の波状文が

巡っている。

28・29は２本隆帯の懸垂文である。30は単沈線

の波状懸垂文が垂下し、剣先状モチーフの末端が

みられる。

31～34は深鉢底部である。32が無文である外は

撚糸文を施文する。33は粗雑ながら平行沈線によ

る懸垂文を見ることができる。

35・36は無文の浅鉢である。胴張りで頸部屈曲

し、口縁は軽微に外反する。折り返し口縁で、口

端上を平坦に整形している。

37～39は土製円盤である。

石器（第195図）

　40は凹基の石鏃である。左側縁部に沿って、先

端部への衝撃に伴う剥離が生じている。長さ

2.7cm、幅1.75cm、厚さ0.35cm、重さ1.18ｇである。

石材はチャートである。  

　41は磨製石斧と考えたが、磨石の可能性もある。

断面長方形で、胴部中段から刃部寄りを折損して

いる。成形に伴う剥離が磨り消されずに残ってい

る。長さ6.1cm、幅4.1cm、厚さ2.7cm、重さ113
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ｇである。石材は砂岩である。

　42～44は打製石斧である。

42は撥形の打製石斧である。刃部腹面がいちじ

るしく磨滅しており、磨石的な使われ方をした可

能性がある。長さ8.1cm、幅6.15cm、厚さ1.8cm、

重さ80.14ｇである。石材はホルンフェルスであ

る。 

　43も撥形の打製石斧である。刃部が左に大きく

反る片刃状だが、これは折損した刃部を再生した

ものとみられる。長さ10.3cm、幅5.2cm、厚さ

1.7cm、重さ62.26ｇである。石材はホルンフェル

スである。  

　44は短冊形で、両側縁に軽微な反りを持つ。長

さ10cm、幅5.7cm、厚さ2.5cm、重さ128.22ｇで

ある。石材は砂岩である。

第25号住居跡（第196～198図）

Ｍ‐13グリッドに位置する。第27・31号住居跡

に壊されている。長径4.24ｍ、短径は計測不能で

ある。主軸方向はＮ‐70°‐Ｗを指す。壁は緩や

かに立ち上がり、壁高は最も深い部分で0.16ｍで

ある。

床面は平坦で、中央がやや低くなっている。壁

溝・柱穴・出入り口施設等は検出されなかった。

覆土は上下２層からなる。遺物はごく少量であっ

た。所属時期は縄文時代中期と考えられる。

第25号住居跡出土遺物

土器（第202図）

　掲載可能なものは土器片１点のみであった。

１は勝坂Ⅲ式の深鉢胴部である。刻みを伴う隆

帯で曲線的なモチーフを描き、沈線の渦巻文や三

叉文を描く。

石器（第204図）

78は撥形の打製石斧で、基部を折損する。全体

に肉厚で、刃部も鈍角である。長さ6.9cm、幅

7.05cm、厚さ3.6cm、重さ174.63ｇである。石材

はホルンフェルスである。
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第27号住居跡（第196～199図）

Ｌ・Ｍ‐13グリッドに位置する。第31号住居跡

に壊されており、第25号住居跡を壊している。ま

た、第26号住居跡とも重複関係にある。

長径5.04ｍ、短径3.66ｍの隅丸長方形の住居跡

で、主軸方向はＮ‐46°‐Ｗを指す。壁は比較的

緩やかに立ち上がり、壁高は最も深い部分で0.23

ｍである。床面は平坦で、南東方向に向かって緩

やかに傾斜している。壁溝は検出されなかった。

主軸線上やや奥壁寄りで炉跡を検出した。楕円

形の地床炉で、前後２か所の掘り込みを持ち、断

面観察の結果、奥壁寄りのものが古いことが確認

できた。

床面上から６本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～４・６が主柱穴で、４本柱の上屋を

構成するものと考えられる。奥壁寄りのＰ５は他

より小規模で、棟持柱であろう。出入り口施設ら

しきものは検出されなかった。

覆土は、壁際および床面直上の３層を別にすれ

ば大きく上下２層からなり、遺物は上層を中心に

出土している。

勝坂Ⅰ式から加曾利ＥⅢ式に至る幅広い時期の

土器が出土したが、復元個体の特徴から所属時期

は勝坂式末～加曾利ＥⅠ式期と考えられる。

第27号住居跡出土遺物

土器（第200～203図）

１は円筒形の深鉢である。口縁から胴下半部ま

で残存する。

一部に段差を持った特異な水平口縁である。口

縁部文様帯は両端に異なった意匠の円文を持つ長

方形区画で、内部に交互刺突文を巡らせ、口縁を

半周する。

胴部の文様帯は末端や接点に貼瘤を持つ隆帯で

曲線的に分割しており、内部に沈線文を描く。文

様帯の下端は１条の隆帯で区画され、胴下半部は

無文である。

復元最大径は約12.1cm、現存高は約18cmであ

る。胎土はややシルト質で、白色の砂粒を少量含

む。器面は暗褐色である。焼成は良い。

２は波状口縁の深鉢で、口縁から底部まで残存

する。胴上半部が球胴状に張る三原田式類似の器

形である。４単位の山形波状口縁で、口縁部は無

文である。胴上半部の文様帯は、刻みを持つ背割

れ隆帯で横S字文を描き、余白に角押し文列や集

合沈線文を描く。文様帯下端は沈線で区画する。

胴下半部はＲ縦位回転の撚糸文の上に平行沈線の

渦巻文を描き、沈線間の地文は磨り消している。

復元最大径は約18.7cm、現存高は約21.5cmで



― 223 ―

ある。胎土は若干の砂とシルトを含む。器壁は外

面暗橙色、内面黒褐色である。焼成は良好である。

３はほぼ完形の深鉢である。キャリパー形で、

胴部中段にくびれを持ち、胴下半部が「く」の字

に張り出す。

貫通孔を持つ眼鏡状突起を一対配し、うち一つ

は上方に高く巻き上がる円盤状の突起を伴ってい

る。眼鏡状突起の間にはひねりを持った一対の円

盤状突起を配し、大小各２つの突起が対置される

構成となっている。

４つの突起の間には刻みを伴う隆帯による入り

組み文を配し、口縁との間の区画には三叉文を配

して、余白を爪型文や交互刺突文で埋めている。

文様帯下端は刻み隆帯で区画し、胴部中段には

Ｒ縦位回転の撚糸文を施文する。胴下半部は無文

帯となっている。

復元最大径は約22.9cm、現存高は約28.3cmで

ある。胎土は金雲母の混じる砂粒とシルトを含む。

器壁は外面灰橙色、内面暗褐色である。焼成は比

較的良い。

４は円筒形深鉢である。口縁部から胴下半部ま

で残存する。器形は胴部中段と頸部にごく軽微な
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屈曲を持ちつつ、ほぼ直線的に開く。水平口縁で、

口縁部に無文帯を持つ。

胴上半部には平行沈線による渦巻文を描き、余

白を縦位の平行沈線でさらに分割する。文様帯下

端は３本の平行沈線で区画する。

文様を構成する平行沈線間の地文を磨り消し、

一部に列点文を充填する。口縁部無文帯以外の部

分にはＬＲ単節縦位回転の縄文を施文する。

復元最大径は約21.9cm、現存高は約21.3cmで

ある。胎土はシルト質である。器面は黄橙色で、

焼成は不良である。

５は無文の口縁部で、円筒形の深鉢に伴うもの

とみられる。胴部との境には１条の沈線が巡って

段を形成する。

復元最大径は約16.2cm、現存高は約3.6cmであ

る。胎土は砂質である。器壁は外面暗黄橙色、内

面橙色である。焼成は良い。

６は内湾する無文口縁である。口唇内面に隆帯

が巡って段をなす。胴部との境にも沈線が巡り、

段を形成する。

復元最大径は約19.4cm、現存高は約７cmであ

る。胎土は砂質である。器面は黒褐色である。焼

成は良い。

７は深鉢胴部である。底部の直上が「く」の字

に張り出し、胴部中段にかけてほぼ直立する。地

文はＲＬ単節の縄文を縦位ないし右下がりに施文

し、底部直上の屈曲から下は無文化する。

復元最大径は約11.9cm、現存高は約12cmであ

る。胎土はシルト質である。器壁は外面暗黄褐色、

内面暗灰黄褐色である。焼成は良い。

８はミニチュア土器である。水平口縁で、内外

面に指頭圧痕を残す。復元最大径は約2.1cm、現

存高は約1.8cmである。胎土はシルト質である。

器面は灰黄褐色で、黒斑がみられる。焼成は比較

的良い。

９～61は破片資料である。

９は勝坂Ⅰ式であろう。山形波状口縁で、波頂

部に隆帯による渦巻文を配し、角押し文と三角押
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し文を施文する。10は勝坂Ⅱ式とみられる。鰭状

の隆帯により口縁直下に楕円形の区画を形成し、

内部にキャタピラ文が巡って、角押し文列を充填

する。

11～36は勝坂Ⅲ式である。11は口縁上に付され

る山形の突起である。外面には刻み隆帯によるS

字文を描き、内面には一対の盲孔による眼鏡状の

モチーフを配する。

12～15はキャリパー形の深鉢口縁部である。い

ずれも波状口縁で、刻みを持つ隆帯により区画文

を描く。区画の内部には三叉文や爪型文を充填す

る。12は頸部に無文帯を持っている。

16～20は円筒形深鉢の口縁部である。17・20は

口縁下に無文帯を持ち、18はＲの撚糸文、16・19

はＬＲ単節縦位回転の縄文を施文する。16は口縁

直下に小波状の沈線が巡る。18の口端は直角に内

屈して、上面に広い平坦面を持つ。

21～34は深鉢胴部である。刻みを持つ隆帯によ

る曲線文が器面を分割し、爪型文・三叉文・集合

沈線文等を施文する。器形は概ね円筒形であるが、

25は胴部中段にくびれを持つキャリパー形の深鉢

で、胴上半部が無文となる。

33・34は刻み隆帯や爪型文を伴わない沈線表現

で、１の個体に類似する。

30～32は文様帯下端を区画する隆帯である。31

はＬの撚糸文、30・32はＲの撚糸文で、いずれも

縦位回転で施文している。

35・36は底部である。35はＲ縦位回転の撚糸文

を施文し、刻み隆帯による波状の区画が底部近く

まで及んでいる。36は無文地に刻み隆帯の懸垂文

が垂下し、左右に半裁竹管状工具による平行沈線

文が伴っている。

37は台付き土器の脚台部である。四方に楕円形

の透かしを持つものとみられ、透かしの周囲は刻

みを伴う隆帯で縁どられている。

38・39は中峠系の土器である。38は胴上半部が

「く」の字に張り出す三原田式類似の深鉢で、平

行沈線による渦巻文を描き、頸部との境を刻み隆

帯で区画している。地文はＬ縦位回転の撚糸文で

ある。39はキャリパー形深鉢の胴上半部で、半裁

竹管状工具の平行沈線文を描く。

40～42は加曾利EⅠ式～Ⅱ式のキャリパー類深

鉢口縁部である。40は口縁直下に小渦巻文を配す

る。41は横走する隆帯で文様帯が上下２段の長方

形区画文へと分割し、Ｒ縦位回転の撚糸文を施文

する。42は２本隆帯の末端が小渦巻文となってお

り、繋ぎ弧文の一部と考えられる。

43は頸部無文帯である。胴部との境は１条の隆

帯で区画され、以下にＲの撚糸文を施文する。44

は文様帯下端に水平の区画を持たない繋ぎ弧文で

ある。地文はＲＬ単節縦位回転の縄文である。45

は頸部無文帯と胴部を隔てる隆帯が胴部の懸垂文

へと連続する。地文はＲ縦位回転の撚糸文である。

46は胴部中段が深くくびれ、胴下半部にＲＬ単

節縦位回転の縄文を施文して、半裁竹管の平行沈

線文による曲線的なモチーフが展開する。47・48

は地文のみの胴部で、地文はいずれもＲの撚糸文

である。

49～52は深鉢底部である。49はＬ縦位回転の撚

糸文、50・51はＲＬ単節の縄文を地文とする。50

は磨り消し懸垂文が垂下し、加曾利EⅢ式期に下

る可能性がある。52は無文の胴部である。

53～61は浅鉢である。大半が無文で、各種の器

形が存在する。

53・54は胴上半部に文様帯を持つもので、扁平

かつ幅広の隆帯により渦巻文を描く。53は口縁直

下に最大径を持ち、口端は内湾して口唇肥厚する。

55は口縁内湾して直立し、内面に稜を持つ。口

縁直下に箆状工具先端による押し引き文が巡る。

56は外反口縁で、口端外面に隆帯が巡るほか、内

面にも段を持つ。57の口縁には内外面とも赤彩が

残る。

58は口唇部が著しく肥厚しつつ内屈し、口端上

に平坦面を持つ。59は口縁直下に「く」の字に張
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り出して、口端がわずかに外屈する。61もこれに

類似の器形である。

62～75は土製円盤である。76は滑車型の耳飾り

である。無文で、側縁がV字状に深くえぐれてい

る。中央の貫通孔の周囲には放射状の擦痕が観察

される。

石器（第204図）

77は打製石斧である。短冊形で、右側縁がやや

張り出し、全体が左に反っている。長さ9.4cm、

幅4.5cm、厚さ1.7cm、重さ69.89ｇである。石材

はホルンフェルスである。

79は棒状の磨石である。端正な紡錘状のプロポ

ーションで、断面は定角型であり、４面とも使用

される。長軸側両端に剥離や叩打が集中しており、

叩き石としても使用されたものと考えられる。

長さ14cm、幅４cm、厚さ2.9cm、重さ241.16ｇ

である。石材はシルト岩である。

第26号住居跡（第205～211図）

Ｌ‐13グリッドに位置する。第31・79号住居跡

を壊しており、第27号住居跡とも重複関係にある。

また、北東壁の一部が調査区域外に存在する。長

径は約６ｍ、短径4.54ｍで、長軸はＮ‐41°‐Ｅ

を指すが、後述するように上屋の主軸はＮ‐35°

‐W付近を指す可能性がある。壁は比較的緩やか

に立ち上がり、壁高は最も深い部分で0.2ｍであ

る。平坦で、中央がやや下がっている。壁溝は検

出できなかった。

床面のほぼ中央で炉跡を検出した。埋甕炉で、

底部を欠いた浅鉢土器の大破片を正位に埋設して

いた。土器の周囲に掘りかたを検出した。上下二

段の掘り込みを持ち、長径82cm、短径64cm、深

さ17cmである。主軸はほぼ南北を指す。

床面上から13本のピットが検出された。これら

のピットの時期は覆土の状態から新旧に分けられ
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るが、Ｐ１～３・６・８・９は新しい段階の主柱

穴と考えられる。また、Ｐ２・４・７・10が旧段

階の主柱穴と考えられ、各時期とも台形に近い４

本柱の上屋を構成するものと考えられる。

南東壁付近にＰ５・11～13が分布する。出入り

口施設の痕跡である可能性もあるが、当住居跡が

位置する一帯は複数の住居跡が切り合っており、

他の遺構のピットが混在していることも考えられ

る。

覆土は上下２層からなり、遺物は主に上層から

出土している。所属時期は勝坂式末～加曾利ＥⅠ

式期と考えられる。

第26号住居跡出土遺物

土器（第212～216図）

　１～５は勝坂系の土器である。１はキャリパー

形の深鉢と考えられ、口縁から胴上半部まで残存

する。２単位の波状口縁とみられ、口縁内湾して

口唇部が著しく肥厚し、内面に稜をなす。口縁直

下に無文帯を持ち、胴上半部の文様との境に沈線

が巡って段を形成する。

波状口縁波頂部に小渦巻文を配し、これを起点

に刻みを伴う隆帯が垂下し、左右にも同様の隆帯

が斜行して、文様帯を分割するものとみられる。

波底部には環状の隆帯の周縁に斜位の刻みが巡る

車輪状のモチーフを配し、周囲に三叉文を描く。

復元最大径は約27.2cm、現存高は約10.3cmで

ある。胎土は砂質である。器面は暗褐色である。

焼成は良い。

　２は円筒形深鉢の口縁部である。水平口縁で、

１か所に小突起を持つ。胴部との境には１条の沈

線が巡って段を形成する。

復元最大径は約18cm、現存高は約６cmである。

胎土はやや砂質である。器面は暗灰褐色である。

焼成は良い。

　３は円筒形深鉢で、口縁から胴部中段まで残存

する。水平口縁で、１か所に刻み隆帯の円文を描

く小突起を持ち、これを起点に隆帯が胴部へと垂

下する。

口縁部は無文で、胴部との境に１条の沈線が巡

って段を形成する。胴部の文様帯は刻み隆帯で分

割した中に櫛歯文や三叉文、縦位の集合沈線文を

描き、文様帯下端を横位の刻み隆帯で区画する。

胴下半部は無文である。

復元最大径は約17.8cm、現存高は約15.5cmで

ある。胎土はやや砂質である。器面は暗灰黄褐色

で、黒斑がみられる。焼成はやや不良である。

　４は胴部中段から底部にかけて残存する。胴下

半部が張り出して胴部中段にくびれを持ち、口縁

に向かって外反しつつ立ち上がるキャリパー形の

深鉢である。

胴部中段のくびれ部分に矢羽根状の刻みを持つ

隆帯が巡って文様帯を上下に区画する。胴上半部

は無文帯となり、胴下半部には連鎖状の隆帯が弧

状に巡って半円形の区画文を形成する。区画から

下は底部まで無文である。

復元最大径は約18.4cm、現存高は約17.3cmで

ある。胎土は少量の亜角礫と多量の砂を含み、雲

母粒子が混入する。器壁は外面茶褐色、内面黒褐

色である。

　５は口縁から底部まで残存する。やや寸詰まり
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のキャリパー形で、水平口縁上に一対の突起を持

つが、いずれも欠失している。

内湾する無文口縁で、口端肥厚して内屈する。

頸部にくびれを持ち、胴上半部に文様帯を持つ。

文様帯の上下は刻みを持つ隆帯で区画し、内部は

刻み隆帯によりＮ字形に分割されて、渦巻文や三

叉文を配置する。胴下半部は無文である。

復元最大径は約27.7cm、現存高は約29.1cmで

ある（突起部分を含む）。胎土はややシルト質で

ある。器壁は外面暗褐色、内面暗灰褐色である。

焼成は良い。

　６は底部を欠失する。５に類似の器形を持つ深
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鉢で、口縁部の特徴も共通だが、突起を持たない

水平口縁である。

　胴上半部に文様帯を持ち、それ以外の部分は無

文である。文様帯上下は刻みを持つ隆帯で区画し、

内部には弧状の隆帯が上下対向して、接点に中央

押圧を持つ突起を配する。

弧状区画の一部は集合沈線を充填され櫛歯文と

なり、隣り合う区画の間の菱形の余白は、２か所

で渦巻文を充填する。

復元最大径は約20.3cm、現存高は約20.9cmで

ある。胎土はやや砂質で、チャート等の亜角礫を

多く含む。器壁は外面暗茶褐色、内面黒褐色であ

る。焼成は良い。

７～11は中峠系の土器である。

　７はキャリパー形の深鉢で、水平口縁上に一対

の突起を配する。口縁部の文様は密な集合沈線に

よる渦巻文で、上下を平行沈線と隆帯で区画する。

突起は背面に横位の貫通孔を持つ眼鏡状突起で、

やはり集合沈線と渦巻文を描く。頸部以下にはＲ

Ｌ単節縦位回転の縄文を施文し、底部付近のみ無

文となる。

復元最大径は約24.2cm、現存高は約34.7cmで
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ある。胎土はシルト質で、黒雲母粒子を少量含む。

器面は黒灰褐色である。焼成は比較的良い。

　８は三原田式に類似の深鉢である。無文の水平

口縁が垂直に立ち上がり、張り出した胴上半部に

文様帯を持つ。

刻みを伴う隆帯による円形区画と横楕円形区画

が各４単位づつ交互に配置され、内部には集合沈

線文や小波状沈線を描く。口縁部の無文帯との境

には平行沈線が巡り、交互の刺突を配する。

胴部にはＬＲ単節の縄文が縦位回転で施文され、

底部付近のみ無文となる。

復元最大径は約23.9cm、現存高は約33.1cmで

ある。胎土はやや砂質である。器壁は外面暗褐色、

内面暗茶褐色である。焼成は良い。

　９は大波状口縁の深鉢で、口縁から胴上半部ま

で残存する。

頸部から口縁にかけて直線的に開き、「く」の

字に内屈した口端部に平坦面が形成される。この

平坦面が文様帯となる。

波状口縁の波頂部には隆帯＋沈線による渦巻文

を配する。突起間には単沈線による渦巻文と区画

文を一筆書き風に描いており、余白は角押し文列

で埋めている。胴部にはＲＬ単節縦位回転の縄文

を施文する。
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復元最大径は約27.4cm、現存高は約11.9cmで

ある。胎土は若干の砂、小礫を含む。器面は暗灰

黄褐色である。焼成は良い。

　10は三原田式類似の深鉢で、口縁から胴上半部

まで残存する。ソロバン玉状に張り出す胴上半部

に文様帯を配し、頸部は「く」の字にくびれて、

口縁は直線的に外反する。

　胴上半部の文様帯には、中央に円孔を持つ隆帯

を組み合わせた中空風の突起を、おそらく４単位

配置する。突起間には隆帯による楕円形の区画を

配し、内部に沈線文を描く。胴部中段には平行沈

線が巡り、文様帯との間にはＬＲ単節の縄文を右

下がりで施文する。

復元最大径は約20.6cm、現存高は約9.7cmであ

る（突起部分を含む）。胎土はシルト質で、黒雲

母粒子を含む。器壁は外面暗灰黄褐色、内面暗灰

褐色である。焼成はやや不良である。

　11は深鉢の胴部である。胴部中段に２本の隆帯

が巡って、ここから上が文様帯となる。文様帯内

部を縦位の二本隆帯で分割し、縦位の集合沈線文

を描く。胴下半部にはＲＬ単節縦位回転の縄文を

施文する。

復元最大径は約17.8cm、現存高は約7.7cmであ

る。胎土は片岩の小礫と黒雲母粒子を多量に含む。

器面は暗茶褐色である。焼成は良い。

　12は円筒形の深鉢胴部である。上面に沈線を持

つ背割れの隆帯が巡り、隆帯上下に沿って各１条

の沈線が巡る。地文はＲＬＲ複節縦位回転の縄文

で、隆帯の上面にも施文している。

復元最大径は約14.3cm、現存高は約15.1cmで

ある。胎土は多量の砂とシルトを含む。器壁は外

面明灰黄褐色、内面灰褐色である。焼成は良い。

　13はキャリパー形深鉢の胴下半部とみられる。

胴部中段のくびれの直下が張り出す腰高な器形で、

この最大径の部分に平行沈線が巡る。地文はＲＬ

単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約17cm、現存高は約16.5cmであ

る。胎土は小礫とシルトを含む。器壁は外面灰黄

褐色で黒斑がみられ、内面暗灰黄褐色である。焼

成は良好である。

　14～18は浅鉢である。

14は勝坂系の文様を描く浅鉢である。胴下半部

を欠失する。

緩やかに内湾する胴上半部に文様帯を持ち、頸

部屈曲して口縁は直立する。口縁部文様帯は、上

端を沈線、下端を刻み隆帯で区画している。

主文様は沈線による渦巻文と放射状の刻みを持

つ小突起を斜めの隆帯で連繋する。

このアンバランスな横Ｓ字状のモチーフが連続

して描かれ、余白には爪型文や集合沈線文、角押

し文列、交互刺突文等を描く。胴下半部は無文で

ある。

復元最大径は約42.9cm、現存高は約19.6cmで

ある。胎土は砂質である。器壁は外面暗橙色～黄

橙色、内面黒色である。焼成は良い。

　15は口縁から底部まで残存する。胴部中段が

「く」の字に張り出し、口縁は内湾して口端部で

内屈する。水平口縁上に扁平な隆帯による逆Ｕ字

状のモチーフを配するほかは無文である。復元最

大径は約22.1cm、現存高は約12cmである。胎土

はシルト質である。器面は暗橙色で黒斑がみられ

る。焼成は良い。

　16～18は無文の浅鉢である。いずれも胴張りで

折り返し口縁という共通の特徴を持つ。

16は口縁部から胴下半部まで残存する。胴上半

部に最大径を持って「く」の字に張り出し、頸部

屈曲して凹線が巡り、口縁はほぼ直立する。

復元最大径は約46.1cm、現存高は約14.1cmで

ある。胎土は多量の砂礫を含む。器壁は外面暗黄

褐色、内面黄橙色である。焼成は良好である。

　17は口縁部から底部まで残存する。胴上半部に

最大径を持って「く」の字に張り出し、頸部屈曲

して段を持ち、口縁はほぼ直立する。

復元最大径は約25.5cm、現存高は約15.7cmで
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ある。胎土はやや砂質である。器面は暗橙色で、

黒斑がみられる。焼成は良い。

　18は口縁部から底部まで残存する。16・17にく

らべ緩やかなカーブを描いて立ち上がり、胴上半

部に最大径を持って、頸部屈曲して凹線が巡り、

口縁は軽微に外反する。

復元最大径は約23.4cm、現存高は約15.2cmで

ある。胎土は極めて砂質である。器壁は外面暗灰

褐色で黒斑がみられ、内面黒色である。焼成はや

や不良である。

　19は無文の底部である。復元最大径は約

17.1cm、現存高は約5.9cmである。胎土は多量の

粗砂を含む。器壁は外面橙色～黄褐色、内面橙色

～黒褐色である。焼成は良い。

20～70は破片資料である。

20～30は勝坂Ⅲ式の深鉢口縁部である。20は無

文の口縁上に立ち上がる波頭型の突起で、刻みを

持った隆帯によるＳ字状の文様を描き、ここから

胴部に向かって矢羽根状の刻みを持つ隆帯が垂下

する。

21は斜めの円盤状突起で、側面に渦巻文と三叉

文を描き、刻みを持つ隆帯で渦巻状の小突起と連

繋する。22は強く内湾する折り返し口縁で、胴部

との境に段を持つ。

23は山形波状口縁で、波頂部に横位の貫通孔を

持つ眼鏡状突起を配する。24は内湾する水平口縁

で、刻みを伴う隆帯の円文を中心に斜めの隆帯で

三角形の区画を連続させる。区画内部には沈線と

爪型文が巡り、三叉文を配する。

25も水平口縁で、口唇が内屈して口端上に広い

平坦面を持つ。口縁下には矢羽根刻みの隆帯で下

端を区画する幅の狭い文様帯を持ち、内部を斜位

の隆帯で三角形に区画する。区画中央には凹孔を

持つ円文を配し、余白に三叉文を描く。

26・27は円筒形の小型深鉢であろう。いずれも

口唇外面に隆帯が巡って文様帯の上端をなす。

28は口縁直下に平行沈線と刻み隆帯による幅

狭の文様帯を持ち、頸部は無文となる。29は口縁

下に弧状の隆帯が巡って半円形の区画を形成し、

内部に平行沈線文が巡る。30は無文の口縁部で、

口唇外面に隆帯と凹線が巡る。胴部との境は斜位

の刻みを持つ隆帯で区画する。

35～62は勝坂式の胴部である。35は無文の胴上

半部で、縦位の隆帯に沿ってキャタピラ文と小波

状沈線が巡る。勝坂Ⅱ式と考えられる。

36以降は勝坂Ⅲ式である。36・37は胴部の文様

帯上端を区画する隆帯である。36は刻みを持ち、

直下に交互刺突文が巡る。37はＲＬ単節横位回転

の縄文を施文する。

38はキャリパー形深鉢の胴上半部であろう。斜

位の隆帯で器面を三角形に分割し、内部に三叉文

を配する。39は縦長の波頭状モチーフで、前段階

の抽象文の名残りであろう。

40・41は単沈線の渦巻文に沿って爪型文を施文

する。40は文様帯下端の区画付近の破片であろう。

42は胴上半部で、頸部に無文帯が存在する。

43・44は上面に楕円形の押圧を伴う連鎖状の隆

帯である。45は隆帯上に２個一対の刻みを施す。

46～48は無文地に沈線文を描くもので、48は平行

沈線による渦巻文を描き、一部に交互刺突文を配

する。49は胴部文様帯下端の区画で、扁平な隆帯

が用いられ、胴下半部は無文である。53は上面に

沈線を伴う背割れの隆帯で、文様帯を上下に分帯

する。

55～59は文様帯下端を区画する横位の隆帯で

ある。55は胴下半部が無文化する。57はＬＲ、

56・59はＲＬ単節の縄文、58はＲの撚糸文を縦位

回転で施文する。

60は交互刺突を伴う平行沈線で器面を長方形

に分割する。61・62は胴部中段に付される眼鏡状

突起である。

31～34・63は中峠系の深鉢口縁部である。31・

33・63は口縁部付近に圧縮された文様帯を持つ。

64は曽利系の深鉢口縁部である。65は縄文のみ施
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文される胴部で、地文はＲＬ単節縦位回転の縄文

である。

66～70は浅鉢口縁部である。いずれも外面に段

を持つ折り返し口縁で、66は内湾するが、それ以

外は頸部屈曲して口縁が直立ないし軽微に外屈す

る。大半が無文とみられるが、66・67は胴上半部

に扁平幅広の隆帯で曲線文を描く。

71～84は土製円盤である。74は前期諸磯式の破

片を再利用する。85は滑車型の耳飾りである。

石器（第217図）

　86・87は石鏃である。

86は凸基有茎の石鏃である。返りを持たない水

滴形のプロポーションで、腹面に主要剥離面を残

す。長さ3.55cm、幅1.7cm、厚さ0.65cm、重さ

3.15ｇである。石材は黒曜石である。

　87は凹基の石鏃で、右脚を折損する。両側縁が

緩やかに湾曲し、基部はＶ字に切れ込む。腹面に

主要剥離面（節理面？）を残す。長さ1.95cm、幅

1.4cm、厚さ0.25cm、重さ0.45ｇである。石材は

黒曜石である。

　88はスクレイパーである。上方に長方形のつま

みを持ち、刃部は不整な逆台形である。長さ

2.1cm、幅1.6cm、厚さ0.55cm、重さ1.4ｇである。

石材は黒曜石である。

89・90は打製石斧である。

89は短冊形の石斧だが刃部が片刃状で、全体に

寸詰まりのプロポーションであることから、再生

品の可能性もある。長さ9.5cm、幅4.9cm、厚さ

1.6cm、重さ82.71ｇである。石材は砂岩である。

　90は撥形で、基部を折損する。背面に広く自然

面を残す。両側縁に両面からの加工による抉りを

持ち、刃部の加工は背面側に集中している。長さ

10.3cm、幅6.5cm、厚さ1.6cm、重さ116.83ｇで

ある。石材はホルンフェルスである。

　91は短冊形の石斧で、基部を折損する。背面に

自然面、腹面に打割面を残している。両側縁に表

裏からの調整剥離がみられるが、刃部はほとんど

無加工である。長さ9.65cm、幅4.1cm、厚さ

1.4cm、重さ61.88ｇである。石材は砂岩である。

　92は楕円形の磨石で、中央から短軸方向に折損

する。断面定角型で表裏および両側縁も使用され

ている。また、表裏面の中央付近に叩打によるあ

ばた状の痕跡が集中することから、凹石としての

使用が始まっていた可能性がある。長さ4.35cm、

幅6.35cm、厚さ3.5cm、重さ138.77ｇである。石

材は閃緑岩である。
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第79号住居跡（第205～207図）

Ｌ‐13グリッドに位置する。第26号住居跡に壊

されており、大半が調査区域外に存在するため、

北西壁の一部のみ検出された。長径・短径とも計

測不能、主軸方向は不明である。壁は緩やかに立

ち上がり、壁高は最も深い部分で0.09ｍである。

壁溝は検出されなかった。

床面は平坦である。炉跡・柱穴その他の施設は

検出されなかった。覆土は単層で、遺物はほとん

ど出土しなかった。所属時期は縄文時代中期と考

えられる。

第28号住居跡（第218～224図）

Ｌ‐19・20グリッドに位置する。隅丸五角形の

住居跡で、長径6.16ｍ、短径6.1ｍ、主軸方向は

Ｎ‐42°‐Ｗを指す。壁は比較的緩やかに立ち上

がり、壁高は最も深い部分で0.5ｍである。

床面はほぼ平坦である。壁の直下を壁溝が全周

し、さらに床面中央に寄った部分で二重の壁溝が

検出された。これらを外側のものから順に壁溝１・

２・３と仮称する。

覆土の状態から、最も新しいのは壁溝１であり、

当住居跡は2回の建て替え（拡幅）が行われたも

のと思われる。壁溝１が住居跡プランと同じく五

角形であるのに対し、壁溝２・３は隅丸方形で、

南東側の一辺を共有する等共通点も多く、二度目

の建て替えに際して大幅な設計変更が行われたも

のとみられる。

床面上から20本のピットが検出された。検出面

の状況や覆土の状態から、これらのピットには新

旧の時間差が想定される。

最も新しい上屋に伴うと思われるのはＰ１・２・

４～６・16・19で、Ｐ６以外は五角形の住居跡プ

ランの各コーナー部分に対応している。

これより古いのはＰ３・７・13・15・17・18・

21で、覆土からは検証できなかったが新旧が存在

し、壁溝２・３の長方形プランに対応する４本柱

を構成するものと考えられる。

Ｐ８～12・14はこれらよりさらに古い覆土を持

つが、配置に規則性がなく、本住居跡より古い時

期の遺構との切り合いの可能性もある。

主軸線上奥壁寄りで炉跡を検出した。3つの地

床炉が切り合っており、新旧の上屋に対応するも

のと思われる。時計回りに炉１・２・３と仮称し

た。断面観察の結果、炉２が炉１を切っているこ

とは判明したが、炉３との関係は明らかにできな

かった。

南東壁直下の壁溝と切り合う状態でごく浅いＰ

20が存在し、壁溝１の主軸線上に位置することか

ら、出入り口施設の痕跡と考えられる。

覆土は上下２層からなり、遺物は主に上層から

出土している。所属時期は加曾利EⅠ式期と考え

られる。

第28号住居跡出土遺物

土器（第225～229図）

１～６・７は加曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢

口縁部である。

１は水平口縁の深鉢で、口縁から頸部まで残存

する。胴部のくびれが少ない寸胴の器形である。

口縁部に上下を１条の隆帯で区画した文様帯を

持ち、内部に２本隆帯の横Ｓ字文・十字文を描く。

頸部無文帯を持たない。地文はＬの撚糸文である。

復元最大径は約13.3cm、現存高は約10.2cmで

ある。胎土は黒雲母混じる多量の粗砂を含む。器

壁は外面暗茶褐色、内面暗灰褐色である。焼成は
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やや不良である。

　２は口縁から底部まで残存する。３単位波状口

縁の深鉢で、うち１か所の波頂部に小渦巻文を伴

う突起を配する。

口縁部の文様帯は上下を２本隆帯で区画し、内

部に片流れの渦巻文を描く。頸部に無文帯が存在

するが、胴部との境には区画を設けない。

地文はＲＬ単節の縄文で、口縁部では横位回転、

胴部では縦位回転で施文する。

復元最大径は約25.5cm、現存高は約33.2cmで

ある。胎土は多量の砂・小礫・シルトを含む。器

壁は外面灰橙色、内面灰褐色である。焼成はやや

不良である。

　３は口縁部の文様帯のみ残存する。水平口縁の

深鉢で、４単位の小突起を配する。

文様帯は上下を隆帯で区画し、内部に二本隆帯

で８単位の渦巻文を描く。この渦巻文が一つ置き

に口端上に突出して４か所に半円形の小突起を形

成している。

主文様の渦巻文は多条の隆帯により、１か所で

下位の区画線と癒着している。地文はＲの撚糸文

を横位回転で施文する。

復元最大径は約37.6cm、現存高は約8.4cmであ

る。胎土は多量の砂とシルトを含む。器面は黄橙

色で黒斑がみられる。焼成はやや不良である。

　４は水平口縁の深鉢で、底部を欠失する。口縁

部には横Ｓ字文を基調とした文様が展開するが、

一部の渦巻文は矮小化し、繋ぎ弧文的な意匠とな

っている。１か所のみ渦巻文が口端上に突出し、

貫通孔を持つ中空突起へと変化している。

　頸部には無文帯が存在し、胴部には２本隆帯に

より大柄の渦巻文を描き、上下の懸垂文と接続し

ている。

復元最大径は約33.7cm、現存高は約38cmであ

る。胎土は多量の砂と小礫を含む。器面は暗灰黄

褐色である。焼成はやや不良である。

　５は比較的小型の深鉢で、口縁から底部まで残

存する。頸部に強いくびれを持ち、胴部は比較的

寸胴で、底部の直上が張る下膨れの器形である。

　口縁部文様帯は上下を１本隆帯で区画し、内部

には末端小渦巻文化する２本隆帯が横走する。ま

た、小渦巻文は上下の区画と２本隆帯で連結し、

文様帯を上下２段の楕円形区画へと分割する。

　頸部には無文帯を持ち、胴部との境は２本隆帯

で区画される。胴部の懸垂文は上端が逆Ｕ字状や

波頭状にループしたり、中段に大ぶりの渦巻文を

介在する等して単位文化している。

地文はＲの撚糸文で、全て縦位回転により施文

している。

復元最大径は約18.2cm、現存高は約21cmであ

る。胎土は極めて砂質である。器壁は外面灰黄褐

色、内面暗灰褐色である。焼成は不良である。

　６は口縁から胴部中段まで残存する。水平口縁

で、２本隆帯の弧状モチーフの間に小渦巻の突起

を配する初現的な繋ぎ弧文を描く。文様帯の下端

は１条の隆帯で水平に閉塞している。

　頸部には無文帯を持つ。胴部との境は２条の隆

帯で区画し、胴部には１本隆帯の懸垂文と蛇行懸

垂文を交互に配置する。地文はＲの撚糸文で、す

べて縦位回転で施文している。
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復元最大径は約31.6cm、現存高は約16.8cmで

ある。胎土は砂質で、赤褐色のシャモットを含む。

器壁は外面暗橙色、内面暗灰褐色である。焼成は

比較的良い。

　７は口縁から頸部まで残存する。水平口縁の深

鉢で、６に類似する繋ぎ弧文を描くが、一部の隆

帯・突起が剥落する。文様帯下端は１条の隆帯で

水平に閉塞される。

頸部に幅広の無文帯を持つ。地文はＲＬ単節縦

位回転の縄文である。

復元最大径は約15.5cm、現存高は約7.9cmであ

る。胎土は砂質で、黒雲母粒子を含む。器壁は外

面暗褐色、内面黒褐色である。焼成は比較的良好

である。
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　８は口縁部文様帯が省略される小型の深鉢であ

る。口縁から胴部中段まで残存する。

緩やかに外反しつつ開く朝顔形の器形で、口縁

直下に隆帯と平行沈線が巡る。頸部無文帯は持た

ず、胴部には平行沈線による懸垂文と蛇行懸垂文

を施文する。地文はＲＬ単節縦位回転の縄文であ

る。

復元最大径は約35.8cm、現存高は約13cmであ

る。胎土はやや砂質で、石英粒子と赤褐色シャモ

ットを含む。器面は黄褐色で黒斑がみられる。焼

成は比較的良い。

９～15は懸垂文を描く深鉢の胴部～底部で、大

半がキャリパー類深鉢に伴うものと思われる。

９は頸部から底部まで残存する。胴部はほぼ円

筒状で、頸部から緩やかに外反する。

頸部無文帯を持ち、胴部との境は２条の隆帯で

区画する。胴部には２本隆帯の懸垂文が垂下する

が、中段には２本隆帯の大柄な横Ｓ字文を２単位

描く。モチーフ末端には小渦巻文を配し、また２

本の隆帯間を階梯状に連結している。地文はＲ縦

位回転の撚糸文である。

復元最大径は約21.5cm、現存高は約24.4cmで

ある。胎土は若干の砂とシルトを含み、黒雲母粒

子が混じる。器面は灰橙色で、焼成はやや不良で
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ある。

　10は胴部中段のみ残存する。１本隆帯の懸垂文

と蛇行懸垂文が交互に垂下する。地文はＲ縦位回

転の撚糸文である。

復元最大径は約14cm、現存高は約10.5cmであ

る。胎土は砂質である。器面は橙色で、焼成は不

良である。

　11は胴部中段から底部まで残存する。２本隆帯

の懸垂文と１本隆帯の蛇行懸垂文が交互に垂下す

る。地文はＲの撚糸文である。

復元最大径は約11.8cm、現存高は約14.6cmで

ある。胎土はややシルト質である。器壁は外面暗

灰橙色、内面黒褐色～橙色である。焼成は良い。

　12は胴下半部から底部まで残存する。２本隆帯

の懸垂文が垂下するが、隆帯の下端が癒着しルー

プする。地文はＲの撚糸文である。

復元最大径は約10.7cm、現存高は約6.8cmであ

る。胎土はややシルト質である。器壁は外面暗黄

褐色、内面黒褐色である。焼成は比較的良い。

　13は胴部中段のみ残存する。２本隆帯の懸垂文
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と１本隆帯の蛇行懸垂文が交互に垂下する。地文

はＲＬ単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約13.7cm、現存高は約8cmである。

胎土は若干の砂とシルトを含む。器壁は外面灰橙

色、内面黒灰褐色である。焼成は比較的良い。

　14は底部から胴部中段まで残存する。平行沈線

の懸垂文と単沈線の蛇行懸垂文が交互に垂下する。

地文はＲＬ単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約9.6cm、現存高は約9.3cmであ

る。胎土は若干の砂とシルトを含む。器壁は外面

灰黄褐色、内面暗灰褐色である。焼成は良い。

　15は底部のみ残存する。平行沈線の懸垂文が垂

下する。地文はＲＬ単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約12.9cm、現存高は約4.9cmであ

る。胎土は若干のシルトを含む。器壁は外面灰黄

褐色、内面黒褐色である。焼成は良い。

　16は胴上半部から底部まで残存する。中段が緩

やかに張る紡錘形で、底面は上げ底である。上方

にごく細い沈線で円文らしきものを描く。地文は

ＲＬ単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約10.2cm、現存高は約13.1cmで

ある。胎土はシルト質である。器壁は外面灰橙色、

内面灰褐色である。焼成は比較的良い。

17～19は地文のみの胴部～底部である。

　17は胴部中段にくびれを持ち、横位の撫でによ

り地文が磨り消されている。地文はＲ縦位回転の

撚糸文である。

復元最大径は約14.3cm、現存高は約15.7cmで

ある。胎土は砂質である。器壁は外面暗灰黄褐色、

内面黒褐色である。焼成は良い。

　18・19は胴下半部から底部まで残存する。地文

はいずれもＲ縦位回転の撚糸文である。

18は復元最大径約14.4cm、現存高は約13cmで

ある。胎土はシルト質である。器面は灰黄褐色で、

焼成はやや不良である。

　19は復元最大径は約10.2cm、現存高は約7.6cm

である。胎土は多量の砂と小礫を含む。器壁は外

面明黄褐色、内面灰黄褐色である。焼成は比較的

良い。

　20は縦位の集合沈線文を地文とする胴部である。

平行沈線による曲線的なモチーフを描く。復元最

大径は約12.3cm、現存高は約8.1cmである。胎土

はやや砂質である。器面は暗橙色～暗灰褐色であ

る。焼成は良い。

　21・22は曽利系の深鉢である。内湾する無文の

水平口縁を持つ。

　21は頸部に２本の隆帯が巡り、胴部には平行沈

線の懸垂文が垂下するものとみられる。地文はＲ

縦位回転の撚糸文である。

復元最大径は約15.8cm、現存高は約8cmである。

胎土は少量の砂を含む。器面は橙色で黒斑がみら

れる。焼成は良好である。

　22は頸部に２条の隆帯が巡り、胴部にはＲ縦位

回転の撚糸文を施文する。復元最大径は約15cm、

現存高は約8.9cmである。胎土は白色の小礫・砂・

シルトを含む。器面は暗灰黄褐色である。焼成は

良い。

　23は口縁から頸部まで残存する。「く」の字に

屈曲して垂直に立ち上がる無文口縁で、外面に１

条の刻み隆帯が巡る。頸部にはＲＬ単節横位回転

の縄文を施文する。

復元最大径は約18cm、現存高は約5.2cmである。

胎土はシルト質で、白色の砂粒を含む。器面は暗

灰橙色である。焼成は良い。

　24～26は浅鉢である。

26は内湾する無文の口縁上に山形の突起を配

し、直下に隆帯＋凹線による渦巻文を配する。復

元最大径は約20.5cm、現存高は約7.3cmである。

胎土はやや砂質である。器面は灰褐色～灰橙色で

ある。焼成は比較的良い。

　25は口縁から胴部中段まで残存する。胴上半部

に文様帯を持つ。頸部にくびれを持ち、口縁部は

無文で外反する。

文様帯上下は刻みを持つ隆帯で区画し、内部を
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縦位の沈線で分割して長方形の区画をつくりだす。

区画の接点には対向する小渦巻文を配する。地文

は縦位の集合沈線文である。

復元最大径は約26.6cm、現存高は約8.8cmであ

る。胎土はやや砂質で、チャート・凝灰岩の亜角

礫が目立つ。器壁は外面暗橙色、内面暗茶褐色で

ある。焼成は良い。

　26は無文の浅鉢で、口縁から胴下半部まで残存

する。胴張りで、頸部にくびれを持ち、口縁は軽

微に外反する。

復元最大径は約35.1cm、現存高は約10.4cmで

ある。胎土は若干の砂とシルトを含み、黒雲母粒

子が混じる。器面は黄橙色～暗橙色で、黒斑がみ

られる。焼成は良い。

27～56は破片資料である。27～41は加曾利ＥⅠ

式で、キャリパー類深鉢の口縁部である。

28は口縁部の渦巻文から連続する中空突起を

持つ。27も同様の突起へと接続するものとみられ

る。31は横位の貫通孔を持つ橋梁状の突起であろ

う。

29・32・34～36・38～42等は2本隆帯による弧

状モチーフの末端に小渦巻文の突起を配する初現

的な繋ぎ弧文である。いずれも文様帯下端を隆帯

で水平に閉塞している。29・36は渦巻文から下に

数条の隆帯が垂下する。32は渦巻文と下位の区画

との間に円文を配置する。

42は同種の文様を持つ口縁部文様帯で、弧状文

の波底部と下位の区画が数本の隆帯を介して癒着

している。30は上下の区画をつなぐ縦位の隆帯の

上面に小渦巻文を配する。37は区画文内部が複数

の楕円形区画へと分割されている。

地文は29・34・35・40がＲ、32・33がＬの撚糸

文である。36・39はＲＬ、38はＬＲの縄文である。

28・30・31・37は縦位の集合沈線を地文とする。

27はＬ横位回転の撚糸文上に縦位の集合沈線文を

施文している。

43はキャリパー類深鉢の頸部無文帯で、胴部と

の境は２条の隆帯で区画している。

44・45は同種の深鉢の胴部とみられる。44は頸

部との境を平行沈線で区画し、沈線による懸垂文

と蛇行懸垂文が垂下する。45は1本隆帯の蛇行懸

垂文である。いずれも地文はＬＲ単節縦位回転の

縄文である。

46は波状口縁の深鉢である。口縁直下に無文帯

を持ち、波状口縁の波頂部に単沈線の渦巻文を配

する。胴部にはＲ縦位回転の撚糸文を施文する。

47は水平口縁の直下に1条の沈線が巡り、密な集

合沈線による渦巻文が並ぶ。渦文の中央には１つ
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置きに円錐形の突起を伴うものとみられる。

48・49は内湾する無文口縁で、曽利系の土器に

伴うものとみられる。

50～56は浅鉢である。51は胴張りで頸部屈曲し、

口縁が直立する。折り返し口縁で外面に段を持ち、

口端上は平坦に整形している。

53・54は胴部中段が「く」の字に張り出し、胴

上半部に文様帯を持って、密な沈線による渦巻文

を描く。

53は文様帯下端を矢羽根状の刻みを伴う隆帯

で区画し、文様帯内部も隆帯で曲線的に分割する

等、勝坂式末の深鉢の特徴を残している。52はこ

れに短かく内屈する口縁部を付すもので、文様帯

の幅も狭く、深鉢の可能性もある。

55はキャリパー類深鉢の口縁部文様を流用し

たもので、繋ぎ弧文を描き、Ｒ縦位回転の撚糸文

を施文する。56は無文の胴部である。

57～61は土製円盤である。62は滑車形の耳飾り

で、中央の貫通孔から外へと擦痕が生じている。

石器（第230図）

　63～69は石鏃である。

63は凹基鏃である。基部はＶ字状に深く切れ込

み、体部に比較して長大な返しを持つブーメラン

型のプロポーションである。長さ2.2cm、幅

2.1cm、厚さ0.4cm、重さ1.6ｇである。石材はチ

ャートである。

　64は凹基鏃である。体部は端正な二等辺三角形

で、腹面に主要剥離面を残す。長さ2.1cm、幅

1.3cm、厚さ0.4cm、重さ0.78ｇである。石材は

チャートである。

　65は凹基鏃で、先端折損する。長さ2cm、幅

1.95cm、厚さ0.4cm、重さ1.02ｇである。石材は

チャートである。

　66は凹基で、体部中段から先端側を折損する。

長さ1.75cm、幅1.7cm、厚さ0.4cm、重さ1.17ｇ

である。石材は黒曜石である。

　67は平基ないし凹基である。全体に紡錘形で、

基部が僅かに切れ込む。長さ2cm、幅1.05cm、厚

さ0.35cm、重さ0.63ｇである。石材は黒曜石であ

る。

　68は大型の凹基鏃で、左脚が折損する。長さ

2.3cm、幅2cm、厚さ0.5cm、重さ2.02ｇである。

石材は粘板岩である。

69はＶ字に切れ込む凹基で、先端部と左脚を折

損する。長さ1.6cm、幅1.25cm、厚さ0.3cm、重

さ0.62ｇである。石材はチャートである。

　70は玉である。全体の２／３程度が残存する。

長さ1cm、幅0.8cm、厚さ0.5cm、重さ0.45ｇであ

る。石材は滑石である。

　71・72は打製石斧である。

71はＰ14から出土した。短冊形の石斧で、全体

に左へと湾曲する。刃部背面側に自然面を残す。

長さ13.5cm、幅5.1cm、厚さ2.4cm、重さ210.89

ｇである。石材は礫岩である。

　72は短冊形で、刃部を折損する。背面に広く自

然面を残すが、この面に著しい擦痕がみられ、磨

石からの再加工の可能性がある。長さ9.3cm、幅

5.1cm、厚さ1.3cm、重さ86.47ｇである。石材は

シルト岩である。

　73は磨石である。短軸方向に折損しており、

全体の２／３程度が残存する。断面長方形で、

４面使用される。凹石に転用されており、表裏

各1か所の凹孔が残る。長さ6.9cm、幅5.2cm、厚

さ3.3cm、重さ192.65ｇである。石材は閃緑岩で

ある。

　74は砥石である。背面が剥落しており、短軸方

向にも折損している。周縁部が直線的に面取りさ

れており、中央に凹溝が生じる。長さ10cm、幅

6.3cm、厚さ1.6cm、重さ127.75ｇである。石材は

粗粒の砂岩である。

　75は磨石である。扁平な自然石の両面を使用す

る。凹石に転用されており、両面に凹孔を残す。

長さ6.4cm、幅7cm、厚さ2.5cm、重さ143.46ｇで

ある。石材は閃緑岩である。　
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第29号住居跡（第231～234図）

Ｋ・Ｌ‐19・20グリッドに位置する。第288号

土壙に壊されている。

長径5.07ｍ、短径4.31ｍの隅丸方形の住居跡で、

主軸方向はほぼ南北を指す。壁は緩やかに立ち上

がり、壁高は最も深い部分で0.2ｍである。

床面は平坦で、中央がやや下がっている。壁溝

は検出できなかった。

主軸線上やや奥壁寄りで炉跡を検出した。楕円

形の地床炉で、主軸は住居跡本体とほぼ共通であ

る。長径108cm、短径65cm、深さ12cmである。

炉跡の覆土下面からＰ９・10を検出した。覆土

にほとんど焼土を含まないことから、炉の掘りか

たの一部か、本住居跡より古い時期の遺構との切

り合いの可能性が考えられる。

また、炉跡の南西側約25cmの位置にも直径

70cmの円形の焼土跡が存在するほか、床面南東

側のＰ３とＰ５・６の間にも焼土が検出された。

いずれも掘り込みを伴わないが、古い時期の炉跡

の痕跡である可能性もある。

床面上からは、炉跡下面の２本を含め10本のピ

ットが検出された。これらのうちＰ１・２・４～

６・８が主柱穴で、４本柱の上屋を構成するもの

と考えられる。Ｐ４と８、Ｐ５と６はそれぞれ切
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り合い関係にあり、ほぼ同位置での建て替えが行

われた可能性がある。

南壁付近にごく浅いピットＰ３・Ｐ７が位置し

ている。出入り口施設の痕跡である可能性がある

が、主軸線から東に大きくずれている。

覆土は上下２層からなり、遺物は両層の境界面

付近を中心に出土している。所属時期は加曾利Ｅ

Ⅰ式期と考えられる。

第29号住居跡出土遺物

土器（第235図）

　いずれも破片資料である。

　２・３は勝坂Ⅱ式である。いずれも円筒形の深

鉢で、半裁竹管状工具の条線を地文とする。

　２は口縁部である。口唇外面に隆帯を巡らせ、

口端上面は平坦に整形している。３は胴部である。

上面に半裁竹管状工具の刻みを伴う棒状の貼付文

を中心に、同一工具の平行沈線文による鋸歯文を

描く。

４～11は加曾利Ｅ式キャリパー類深鉢の口縁

部である。４は横位の貫通孔を持つ橋梁状突起を

持つ。口縁部の文様帯は長方形の区画文化し、縦

位の集合沈線文を施文する。頸部には無文帯を持

つ。

５・９は２本隆帯の弧状モチーフがみられる。

８は弧状モチーフが上位の区画と接する部分で、

渦巻文の一部とみられる。11はほぼ横走する隆帯

がみられ、クランク状のモチーフを描くものと考

えられる。

12・15は同種の口縁部文様帯である。15は弧線

文の波底部と下方の区画帯とが数本の隆帯で連結

されている。13・14は頸部の無文帯である。上下

の文様帯との境は隆帯により水平に区画される。

16・17は半裁竹管状工具の平行沈線文による懸

垂文を描く。16は大柄の渦巻文から懸垂文が派生

する部分とみられる。17は頸部との隆帯区画から

懸垂文が垂下する。

20・21・25・26も半裁竹管状工具による懸垂文

である。25は波状懸垂文と併用している。19は棒

状工具の平行沈線で懸垂文を描く。３本沈線の懸

垂文と２本沈線の波状懸垂文を交互配置し、一部

に小渦巻文を配する。地文は複節の縄文である。

18・22～24は隆帯の懸垂文である。

27は頸部無文帯と胴部の縄文帯との境で、隆帯

等による区画を持たない。

１・28～32は曽利系の土器である。１は内湾す

る無文の口縁部で、胴部との境を平行沈線で区画

し、平行沈線の懸垂文を描く。胴部には縄文を施

文する。28・30～32は胴部で、半裁竹管状工具に

よる縦位の集合沈線文を地文とし、刺突や刻みを

伴う隆帯の懸垂文を描く。28は横位の平行沈線に

よる頸部の区画がみられる。

29・33～36は浅鉢である。36は無文、それ以外

は胴上半部に文様帯を持つ。37～39は無文の底部

で、いずれも浅鉢と考えられる。

40は土製円盤である。
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石器（第236図）

　41・42は石鏃である。

41は凹基で、先端部を折損する。両側縁は内向

きに緩やかなカーブを描き、基部は深く切れ込む。

長さ2.55cm、幅2.2cm、厚さ0.4cm、重さ1.78ｇ

である。石材はチャートである。

　42は平基ないし凹基の鏃である。両側縁がやや

張り出す正三角形で、右脚がわずかに突出する。

背面基部側に主要剥離面を残す。

長さ2.05cm、幅1.9cm、厚さ0.5cm、重さ1.55

ｇである。石材は黒曜石である。

　43は撥形の打製石斧で、刃部を斜め方向に折損

する。背面側の破断面に沿って数回の剥離が見ら

れ、刃部を再生しようとした可能性がある。長さ

8.9cm、幅4.6cm、厚さ2.2cm、重さ97.76ｇである。

石材はホルンフェルスである。

　44は棒状の磨石で、Ｐ3から出土した。全体の

プロポーションは紡錘形であり、断面定角型で４

面使用される。

凹石に転用されており、表裏とも中央に１～２

か所の凹孔が残る。また、長軸側一端が叩打によ

り著しく損滅している。

長さ8.7cm、幅3.4cm、厚さ2.8cm、重さ128.58

ｇである。石材は安山岩である。

　45は軽石製品である。楕円形の自然礫をそのま

ま使用したものと思われ、表面中央に1つの凹孔

を持つ。裏面にも多数の凹孔がみられるが、石材

自体多孔質であるため自然のものと紛らわしい。

長さ10.9cm、幅8.3cm、厚さ4.2cm、重さ138.47

ｇである。石材は多孔質の軽石である。
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第31号住居跡（第237～241図）

Ｌ・Ｍ‐13・14グリッドに位置する。第26号住

居跡に壊されており、第25・27号住居跡を壊して

いる。

　本住居跡からは２か所の炉跡が検出されており、

柱穴や壁溝の配置等から、主軸方向を大きく変更

した建て替えが行われたものと考えられる。

このうち、北西‐南東方向に主軸を持つ古段階

の住居跡を第31号（古）、主軸をほぼ90°変更し、

かつ床面積を南西へと大きく拡幅した新段階の住

居跡を第31号（新）と命名した。

第31号（古）住居跡

長径4.71ｍ、短径は計測不能だが、約４ｍと考

えられる。隅丸長方形の住居跡で、主軸方向はＮ

‐32°‐Ｗを指す。壁はほとんど残存しないが、

壁高は最も深い部分で約0.3ｍとみられる。

床面は平坦で、中央付近がやや下がっている。

主軸線上奥壁寄りで炉跡を検出した。楕円形の

地床炉で、奥壁寄りに小ピット風の落ち込みが

存在する。長径110cm、短径85cm、深さ25cmで

ある。

第27号住居跡との切り合いにより南西壁をほと

んど失っているが、壁溝はほぼ一巡するものとみ

られる。床面上から11本のピットが検出された。

これらのうちＰ１～５・10が主柱穴で、４本柱の

上屋を構成するものと考えられる。また、Ｐ４・５、

Ｐ２・10は切り合っており、建て替えが行われた

可能性がある。

主軸線上南東側の壁溝に接して浅い落ち込みＰ

11が存在し、これが出入り口施設の痕跡と考えら

れる。

所属時期は加曾利EⅠ式以前と考えられる。

第31号（新）住居跡

北西壁を第26号住居跡、南西壁を第27号住居跡

に壊されており、正確な規模は計測不能だが、長

径約5.8ｍ、短径約5.7ｍの隅丸長方形の住居跡と

考えられる。主軸方向はN‐53°‐Ｅを指す。壁

は緩やかに立ち上がり、壁高は最も深い部分で

0.25ｍである。床面は平坦で、南西方向に緩やか

に傾斜する。第27号住居跡床面上で、本住居跡の

ものとみられる壁溝の一部を検出した。それぞれ

西と南のコーナー部分と考えられ、その他の部分

は第31号（古）住居跡の壁溝を再利用している可

能性がある。

　主軸線上やや南西寄りに炉跡を検出した。この

炉跡が通常通り奥壁寄りに設けられたと考える
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と、 出入り口を北寄りに想定せざるを得ない。こ

のため、本住居跡は例外的に出入り口寄りに炉を

持つものと考えた。また、非常に長軸（桁行き）

の長い住居跡であるため、一時的に新旧の炉を併

用していた可能性もある。

床面上から11本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～10が主柱穴で、６本柱の上屋を構成

するものと考えられる。Ｐ４は棟持ち柱であろう。

主軸の北東側を構成するＰ５・６、Ｐ７・９、Ｐ

８・10がそれぞれ切り合っていることから、建て

替えが行われた可能性がある。

出入り口施設らしきものは検出されなかった。

覆土は床面直上の２・３層を別にすればほぼ単層

で、遺物は床面中央部付近を中心に出土している。

所属時期は加曾利EⅠ式期と考えられる。

第31号住居跡出土遺物

土器（第242～245図）

　１は加曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢で、ほぼ

完形品である。３単位の波状口縁で、波頂部に渦

巻文を配する。口縁部文様帯には片流れの渦巻文

が巡り、１か所のみモチーフが左右反転する。

　頸部には無文帯を持つ。胴部には２本隆帯の懸

垂文が垂下する。地文はＲの撚糸文である。

復元最大径は約22.1cm、現存高は約25.1cmで

ある。胎土はやや砂質で、凝灰岩等の小礫を含む。

器壁は外面暗橙色、内面黒褐色である。焼成は良

い。

　２は円筒形の深鉢で、口縁から底部まで残存す

る。ほぼ垂直に立ち上がり、頸部でわずかに外反

する。

水平口縁上に隆帯＋沈線による幅狭の文様帯が

巡り、4単位の小突起を配する。頸部無文帯を持

たない。

突起から胴部に２本隆帯の懸垂文が垂下し、胴

部中段で隆帯がＵ字状にループする。地文はＲＬ

単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約16.2cm、現存高は約26.8cmで

ある。胎土は多量の砂とシルトを含む。器面は暗

灰褐色である。焼成はやや不良である。

３・４は同類の深鉢底部である。

　３は２本隆帯の懸垂文と1本隆帯の蛇行懸垂文

が交互に描かれる。地文はＲの撚糸文で、縦位回

転で施文される。

復元最大径は約13.8cm、現存高は約6.2cmであ
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る。胎土は砂質である。器壁は外面黄橙色、内面

灰黄褐色である。焼成は比較的良い。

　４は２本隆帯の懸垂文である。地文はＲＬ単節

縦位回転の縄文である。復元最大径は約16.4cm、

現存高は約7.1cmである。胎土は砂質である。器

壁は外面黄橙色、内面灰黄褐色で黒斑がみられる。

焼成は比較的良い。

　５は曽利系の深鉢で、口縁から胴部中段まで残

存する。頸部から口縁にかけて直線的に開き、口

唇直下で内屈する。頸部には２段の小波状浮線文

が巡り、上下を隆帯で区画する。胴部には縦位の

集合沈線文を描く。

復元最大径は約25.8cm、現存高は約13cmであ

る。胎土は砂質である。器壁は外面暗茶褐色、内

面暗灰黄褐色～黒褐色である。焼成は比較的良好

である。
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　６は無文の浅鉢で、完形品である。胴張りで、

頸部屈曲し、口縁は外屈する。折り返し口縁で外

面に段を持ち、口端上は平坦に整形される。

復元最大径は約19.6cm、現存高は約10.1cmで

ある。胎土は多量の粗砂を含む。器面は暗橙色で

黒斑がみられる。焼成は良い。

　７は浅鉢で、口縁から底部まで残存する。器形

は６に似るが、やや扁平である。胴部中段に隆帯

による段を持ち、ここから胴上半部にかけて文様

帯を配する。

主文様は扁平な隆帯によって描かれ、渦巻文と

横Ｓ字文が一単位となって連続し、随所にモチー

フの崩れが生じるものとみられる。

復元最大径は約26.7cm、現存高は約12.5cmで

ある。胎土はやや砂質である。器壁は外面黄橙色

で黒斑がみられ、内面橙色で黒斑がみられる。焼

成は良い。

８～77は破片資料である。

８は勝坂Ⅰ式、９は勝坂Ⅱ式と考えられる。

10～14は勝坂Ⅲ式である。10・11は折り返し口

縁上に突起を配する。12は口縁下に楕円形の区画

文を配する。13は球胴状に張る胴上半部、14は円

筒形の深鉢とみられ、矢羽根状の刻みを持つ隆帯

が文様帯を縦に分割する。

15は中峠系の深鉢口縁部で、口縁直下に圧縮さ

れた文様帯を持ち、波状口縁の波頂部に小渦巻文

と捻り棒状の貼付文を配する。

16～19は曽利Ⅰ式系の深鉢胴部である。地文条

線上に刻み隆帯により縦横の区画や弧状文・渦巻

文を描くものと思われる。19は隆帯の交点に小渦

巻文の突起を配する。

20～33は加曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢で

ある。20は口縁上に立ち上がる中空突起で、４方

向に開いた貫通孔に沿って末端小渦巻状の凹線が

巡る。

23・24・26・31・35・36は横Ｓ字文のバリエー

ションである。27～29は繋ぎ弧文的な文様であろ

う。34は隆帯間の地文部が楕円形の区画文化して

おり、時期が下る可能性がある。

42～56は隆帯や平行沈線の区画帯や懸垂文を

描く深鉢胴部である。42は階梯状のモチーフが用

いられる。48・57は浅鉢胴上半部の文様帯とみら

れる。58は時期の下る連弧文土器である。

59～62は深鉢底部である。62は沈線、それ以外

は隆帯による懸垂文である。

63は浮線＋沈線により密な渦巻文を描く深鉢

口縁部で、頸部に無文帯を持つ。64は集合沈線の

密な渦巻文を描く土器で、浅鉢の可能性もある。

65は口縁部に縄文帯、頸部に無文帯を持つ。

67～77は浅鉢である。67・68は口端上、69は胴

上半部に文様帯を持つ。70は内湾する口縁外面に

扁平な隆帯による文様を描く。

78・79は土製円盤で、78は前期諸磯式の破片を

再利用する。80は滑車型の耳飾りである。

石器（第245図）

　81は石鏃である。Ｖ字に切れ込む凹基で、先端

部折損する。腹面に主要剥離面を残す。長さ

1.7cm、幅1.35cm、厚さ0.4cm、重さ0.77ｇである。

石材はチャートである。 

　82は石錐で、完形品である。逆三角形の頭部と、

断面三角形の比較的長い錐部を持つ。長さ3.9cm、

幅2.3cm、厚さ1cm、重さ5.52ｇである。石材は

チャートである。  

　83・84は打製石斧である。

83は長軸と短軸の差が少ない寸詰まりの石斧

で、基部を折損したものの再生品と考えられる。

長さ6.4cm、幅5.3cm、厚さ2.2cm、重さ86.39ｇ

である。石材は安山岩である。

　84は短冊形で、胴部中段を短軸方向に折損する。

背面に広く自然面を残し、腹面に打割面を残す。

長さ7.4cm、幅4.4cm、厚さ2.3cm、重さ103.45ｇ

である。石材はホルンフェルスである。

　85は比較的大型のスクレイパーである。倒卵形

のプロポーションで、横長の剥片を素材とし、長
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軸一端と両側縁に表裏からの調整剥離を施す。長

さ6.7cm、幅4.7cm、厚さ1.3cm、重さ48.59ｇで

ある。石材は黒色頁岩である。

　86は棒状の磨石である。紡錘形のプロポーショ

ンを持ち、断面は定角型で、４面使用される。長

軸側の一端に剥離が集中するほか、側縁にも剥離

がみられることから、叩き石としても使用された

ものと考えられる。長さ12.2cm、幅3cm、厚さ

2.5cm、重さ146.64ｇである。石材は砂岩である。
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第34号住居跡（第246～252図）

Ｍ‐12・13グリッドに位置する。第35号住居跡

に壊されている。長径約5.2ｍ、短径4.6ｍの楕円

形の住居跡で、主軸方向はＮ‐51°‐Ｗを指す。

壁は緩やかに立ち上がり、壁高は最も深い部分で

0.3ｍである。床面は中央がすり鉢状に低くなっ

ており、南壁の一部にテラス状の高まりを持って

いた。壁溝は検出されなかった。

主軸線上奥壁寄りに炉跡を検出した。埋甕炉で、

深鉢土器の口縁から胴上半部までの部分を正位に

埋設していた。土器の周囲に掘りかたを検出した。

炉体土器直下の部分が一段深く穿たれた二段の掘

り込みを持つ。長径75cm、短径61cm、深さ32cm

である。

床面上から19本のピットが検出された。これら

のうちＰ１・３・４・12・14・15・19が主柱穴で、

４本柱の上屋を構成するものと考えられる。覆土

の状態や切り合い等からこれら主柱穴には新旧が
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存在し、Ｐ３・14・19が新段階、Ｐ１・４・15が

古段階に属しており、Ｐ12は共有されているもの

と考えられる。したがって、本住居跡の上屋はほ

ぼ同じ規格で少なくとも1回の建て替えが行われ

た可能性がある。

主柱穴に囲まれる長方形の空間は住居の奥壁寄

りに偏っているのに対し、住居前面にはＰ５～

10・17・18等の小ピットが集中する。これらのピ

ットは出入り口施設の一部を構成するものと考え

られる。
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覆土は上下２層からなり、遺物は主に上層、と

りわけ下層との境界面付近から多く出土している。

所属時期は勝坂式末～加曾利ＥⅠ式期だが、炉体

土器の時期がやや古い。

第34号住居跡出土遺物

土器（第253～257図）

　１は炉体土器である。水平口縁の深鉢で、口縁

から胴部中段まで残存する。

　胴部中段にくびれを持ち、口縁内湾して、口唇

断面肥厚し、口端上面を平坦に整形する。口縁は

無文で、頸部に刻みを伴う隆帯を巡らせて胴部と

の境を区画する。胴部は鋸歯状の刻み隆帯が巡っ

て上位の隆帯との間に三角形の区画文を構成する。

区画内部には沈線による渦巻文・三叉文等を描き、

余白を爪型文や集合沈線文が埋めている。

復元最大径は約33.8cm、現存高は約18.7cmで

ある。胎土はやや砂質で、チャート等の亜角礫と

シャモットを含む。器壁は外面暗褐色、内面暗橙

色である。焼成は良い。

　２は円筒形の深鉢で、口縁から底部まで残存す

る。折り返し口縁で、胴上半部から中段にかけて

文様帯を持ち、刻みを伴う隆帯により曲線的なモ

チーフを描く。隆帯間の余白には沈線文を描く。

文様帯の下端は矢羽根状の刻みを伴う隆帯で区

画される。胴下半部にはＲＬ単節の縄文が右下が

りに施文され、条の方向を縦に揃えている。

復元最大径は約16.3cm、現存高は約25.9cmで

ある。胎土はシルト質で、黒雲母含む砂粒を混入

する。器壁は外面暗灰褐色～黄橙色、内面黒褐色

である。焼成は良い。

　３は円筒形の深鉢で、口縁から胴部中段まで残

存する。口縁部に無文帯を持ち、逆Ｕ字状の隆帯

が付されて、口端上に小突起を形成する。

　胴部に文様帯を持ち、口縁部との境を平行沈線

で区画する。文様帯内部は刻み隆帯により分割し、

沈線文や爪型文列を描く。

復元最大径は約23.8cm、現存高は約20cmであ

る。胎土はシルト質である。器面は灰黄褐色であ

る。焼成は不良である。

　４は円筒形の小型深鉢で、口縁から胴上半部に

かけて残存する。水平口縁上に小突起を持ち、こ

こから胴部に縦位の隆帯が垂下する。口縁直下に

1条の沈線が巡って、以下に文様帯を配置する。

Ｕ字状の沈線が巡って上位の区画線の間に半円

形の区画を構成し、内部に刺突文を充填する。地

文はＲの撚糸文で、文様帯内部にも施文する。

復元最大径は約10.5cm、現存高は約5.9cmであ

る。胎土はシルト質である。器面は暗褐色で、焼

成は良い。

　５は円筒形の小型深鉢で、口縁から胴上半部に

かけて残存する。

　口縁に向かってやや内湾しつつ立ち上がり、口

唇断面肥厚して内面に稜をなす。口端から胴部に

かけて一続きの文様帯を持つ。縦位の多条沈線に

よって文様帯を分割し、単沈線による渦巻文や櫛

歯文を描く。

復元最大径は約15cm、現存高は約6.4cmである。

胎土はシルト質である。器壁は外面灰橙色、内面

灰黄褐色である。焼成は良い。

　６は円筒形の深鉢で、口縁から胴下半部まで残

存する。無文の水平口縁上に縦位の隆帯を付して、

４単位の小突起を形成する。
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胴上半部に文様帯を持ち、上を平行沈線、下を

刻み隆帯で区画する。文様帯内部を縦位の刻み隆

帯で分割して長方形の区画を構成し、内部には集

合沈線文や渦巻文を描いて、余白は爪型文で埋め

ている。

復元最大径は約10.6cm、現存高は約14.1cmで

ある。胎土はシルト質である。器壁は外面灰黄色

～黒灰褐色、内面黒褐色である。焼成は良い。

　７はほぼ完形品の小型深鉢である。胴部は寸胴

で、頸部が「く」の字に屈曲し、口縁外反する。

また、頸部にはごく浅い凹線が巡って、外面に段

を形成する。胴部にはＬＲ単節縦位回転の縄文を

施文する。

復元最大径は約12.3cm、現存高は約14.8cmで

ある。胎土はシルト質である。器壁は外面暗橙色、

内面黒褐色である。焼成は良い。

　８は口縁から底部まで残存する。水平口縁の深

鉢で、口端上に小突起を持つ。胴部は寸胴で、頸

部に強いＳ字状の屈曲を持ち、口縁は直立する。

折り返し口縁で内外面に段を持ち、口端上面を平

坦に整形している。

　口縁無文で、胴上半部に文様帯を持ち、刻み隆
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帯による楕円形の区画文を描く。区画内部には集

合沈線文を描く。胴部には櫛歯状工具による縦位

の条線文を施文する。

復元最大径は約19.5cm、現存高は約6.8cmであ

る。胎土はシルト質である。器面は灰黄褐色で黒

斑がみられる。焼成はやや不良である。

　９は円筒形深鉢の口縁部である。無文の折り返

し口縁で、外面に段を形成する。復元最大径は約

27.8cm、現存高は約10.5cmである。胎土はシル

ト質である。器面は暗灰黄褐色である。焼成は比

較的良い。

　10は無文の深鉢口縁部である。水平口縁上に板

状の突起を持ち、前面に横位の平行沈線文を配し、

上面には刻みを施す。復元最大径は約31.6cm、現

存高は約33.9cmである。胎土は砂質で、チャー

ト等の亜角礫を含む。器面は暗褐色～黄橙色であ

る。焼成は比較的良い。

　11は浅鉢の胴部である。中段が「く」の字に張

り出して、刻みを伴う隆帯が巡る。胴上半部には

隆帯による渦巻文と鋸歯文を描き、余白に集合沈

線文を施文する。胴下半部は無文である。

復元最大径は約51.8cm、現存高は約11.8cmで

ある。胎土は若干の砂とシルトを含む。器面は暗

褐色である。焼成は良い。

　12は水平口縁の浅鉢で、口縁から胴下半部まで

残存する。胴上半部が張り出す腰高の器形で、頸

部屈曲して口縁が直立する。胴上半部に文様帯を

持ち、扁平幅広な隆帯により横Ｓ字文を基調とす

る文様を描く。

復元最大径は約39cm、現存高は約16.7cmであ

る。胎土は多量の砂と小礫を含む。器壁は外面茶

褐色で黒斑がみられ、内面黒褐色である。

　13は無文の浅鉢である。胴上半部が強く張って

内湾し、口端が内屈して、内面に段を形成する。

復元最大径は約37.2cm、現存高は約10.1cmであ

る。胎土はやや砂質で黒雲母粒子を含む。器壁は

外面が暗灰黄褐色で黒斑がみられ、内面は黒褐色

である。焼成は良い。

　14～62は破片資料である。うち14～28は勝坂式

で、ほとんどが同Ⅲ式と考えられる。

　14は水平口縁上にひねりを持つ突起を配し、口

縁下に波状の隆帯を巡らせて三角形の区画文を構
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成する。区画内部にはキャタピラ文が巡り、内部

には角押し文列を充填する。勝坂Ⅰ式であろう。

　15は円筒形深鉢の口縁部で、水平口縁上にらせ

ん状の突起を配し、胴部にかけて縦位の隆帯が垂

下する。16は山形の突起で、横位の貫通孔を持つ

眼鏡状突起を配する。17は中央に貫通孔を持つ山

形突起で、側面に刻み隆帯の楕円文と褶曲文を描

く。

　18～21は水平口縁で、20が口縁内湾するキャリ

パー形、それ以外は円筒形の深鉢と考えられる。

18は口縁部無文で、胴部の文様帯との間を平行沈

線で区画する。

19・21は縦位の区画の左右に沈線による櫛歯文

を配する。20も類似の文様だが、櫛歯文は形骸化

し、上下対向の弧線文となっている。

22は口縁部無文帯の下端で、胴部との境に段を

形成する。垂下する縦位の隆帯の末端が肥大化し

て、縦位の刻みを施しており、人体表現の一部と

も考えられる。

23～25は胴部の文様帯である。23・24は沈線文

主体だが、25は隆帯による円文を中心に器面を分

割して、集合沈線文を施文する。26は８に類似の

楕円形区画文である。27・28は文様帯下端の区画

で、いずれも刻み隆帯を用いている。胴下半部は、

27は無文、28はＲＬ単節の縄文である。

29～39は中峠系の深鉢である。29～34は三原田

式類似の器形で、胴上半部に最大径を持って内湾

し、頸部屈曲して短い口縁が立ち上がる。

30・31は最大径の部分に隆帯が巡って、頸部と

の間に文様帯を構成する。29は斜位の刻み隆帯を

付す。30・31は渦巻文を中心とした区画文を描く。

33も頸部に圧縮された区画文を持つ。32は無文地

に幅広の隆帯＋平行沈線による波状文が巡る。平

行沈線の一部は角押し文となっている。

34～36は胴上半部の文様帯下端で、34は背割れ

隆帯の逆Ｕ字文を配し、下方の刻み隆帯と融合し

ている。

37～39は地文のみの口縁で、39は口縁直下に背

割れ隆帯を分割した横楕円形のモチーフが巡る。

40～44は口縁部に渦巻文を中心とした文様帯

を持つ口縁部で、加曾利ＥⅠ式もしくはこれに前

出する土器であろう。45・46は頸部もしくは胴部

中段に巡る横位の区画帯である。

47～55は地文のみの胴部および底部である。50

には懸垂文の一部がみられる。

57～60は浅鉢である。57は外反する口縁で、頸

部に沈線が巡っており、胴上半部に文様帯を持つ

可能性がある。58は口縁から胴部中段まで残存す

るが、内屈した口唇部の外面に隆帯が巡り、口端

上に広い平坦面を作り出している。

59は胴張りで頸部屈曲する無文の浅鉢とみら

れる。60は無文の浅鉢胴下半部である。61・62も

無文の底部だが、深鉢の可能性もある。

　63～71は土製円盤である。

石器（第258図）

　72～74は石鏃である。

　72は端正な二等辺三角形のプロポーションで、

基部が深くＶ字に切れ込む凹基鏃である。長さ

2.85cm、幅1.7cm、厚さ0.4cm、重さ1.18ｇである。

石材はチャートである。

73も形態は72に似るが、先端部と左脚が折損す

る。長さ2.4cm、幅1.4cm、厚さ0.5cm、重さ1.25

ｇである。石材はチャートである。

74は正三角形で、基部の抉りに乏しく、右脚の

み凹基風に作り出されている。長さ1.8cm、幅

1.7cm、厚さ0.5cm、重さ1.07ｇである。石材は

チャートである。

75はスクレイパーと考えたが、尖頭器の基部の

可能性もある。中段で短軸方向に折損している。

残存部分は全体に三角形で、右側縁と鋭角な下端

部を中心に調整剥離を施している。

長さ2.9cm、幅2.7cm、厚さ1.3cm、重さ6.84ｇ

である。石材はチャートである。 

　76はプロポーションから磨製石斧と考えたが、
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棒状の磨石の可能性もある。断面定角型で前面に

擦痕を残す。刃部は磨滅して丸みを帯びており、

破損後に磨石転用されたものと考えた。

　右側縁の刃部寄りに剥離が集中しているほか、

背面中央部に数か所の凹孔が観察される等、数種

類の転用が行われたものと考えられる。長さ

13.7cm、幅5.1cm、厚さ2.75cm、重さ304.93ｇで

ある。石材は砂岩である。

　77～82は打製石斧である。

77は撥形で、背面に自然面、腹面に打割面を残

している。長さ8.8cm、幅7.5cm、厚さ2.1cm、重

さ138.35ｇである。石材は砂岩である。

　78は短冊形で、背面全体が自然面となっている。

長さ8.45cm、幅5cm、厚さ2.1cm、重さ114.38ｇ
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である。石材は黒色頁岩である。

　79は短冊形で、長さ8.1cm、幅3.7cm、厚さ

1.8cm、重さ56.96ｇである。石材は黒色頁岩であ

る。80は短冊形で、背面に擦痕を持つ自然面が残

る。長さ9.8cm、幅5.2cm、厚さ2.3cm、重さ

126.85ｇである。石材はシルト岩である。

　81は短冊形で、腹面に残る自然面には擦痕が観

察され、磨石から再加工された可能性がある。背

面刃部側に打割面を残す。長さ11.8cm、幅4.5cm、

厚さ1.5cm、重さ111.78ｇである。石材は安山岩

である。

　82は胴部中段から刃部寄りを折損するが、短冊

形であろう。長さ7.4cm、幅5.1cm、厚さ1.9cm、

重さ93.28ｇである。石材はホルンフェルスであ
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る。 

　83は楕円形の磨石で、短軸方向に折損する。扁

平な自然石を両面使用している。長さ9.4cm、幅

10.1cm、厚さ5.7cm、重さ836.01ｇである。石材

は安山岩である。

第35号住居跡（第246・259～263図）

Ｍ‐12・13グリッドに位置する。第34号住居跡

を壊している。長径約5.3ｍ、短径5.15ｍの楕円

形の住居跡で、主軸方向はＮ‐40°‐Ｗを指す。

壁は比較的緩やかに立ち上がり、壁高は最も深

い部分で0.29ｍである。床面は平坦で、南東方向

に向けて緩やかに傾斜している。壁溝は検出され

なかった。

主軸線上奥壁寄りで炉跡を検出した。主軸方向

に延びる数珠つなぎの掘り込みを持っており、数

度の造り替えを経ているものと考えられる。

中央の掘り込みを巡るようにして10点あまりの

礫と土器片が配置されており、またこれに対向し

て抜き取り痕とみられるピット列が検出された。

従って、本住居跡の炉は最終段階では石囲い（土

器片囲い）炉として存在し、廃絶時に一部の礫が

抜き取られ再利用されたものと考えられる。

床面上から12本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～４・８～11が主柱穴と考えられ、４

本柱の上屋を構成するものと考えられる。

主軸線上南東側の壁近くに埋甕が存在し、これ

が出入り口施設であると考えられる。深鉢土器の

口縁から胴部中段までの部分を正位に埋設したも

ので、周囲には土器より一回り大きな掘りかたを

検出した。

覆土は上下２層からなり、遺物は主に上層から

出土している。所属時期は加曾利EⅠ式期と考え

られる。

なお、本住居跡の覆土中からは奈良～平安時代

の甕の胴部破片が数十点出土した。調査中には認

識できなかったが、該期の遺構が存在した可能性

がある。

第35号住居跡出土遺物

土器（第264～267図）

　１は勝坂系の土器で、破片の一部が第34号住居

跡から出土しており、壁の崩落等によって同住居

跡の覆土から流入したものと考えられる。

緩やかに外反しつつ開く円筒形の深鉢で、胴上

半部のみが残存する。

　口縁部は無文で、胴部には幅広の文様帯を持つ。

文様帯内部は２条の刻み隆帯により上下に分帯し、

縦位の刻み隆帯で縦方向にも分割して、長方形の

区画を形成する。区画内部には平行沈線の逆Ｕ字

モチーフを描き、さらに沈線による交互の刻みを

施している。

復元最大径は約21.4cm、現存高は約13.2cmで

ある。胎土は砂質である。器壁は外面暗橙色、内

面暗褐色である。焼成は良い。

　２～４は加曾利Ｅ式のキャリパー類深鉢である。

２は口縁から頸部まで残存する。緩やかな波状口

縁で、波頂部には口縁部文様帯の渦巻文から連続

する中空突起を配する。また、波底部にも形骸化

した渦巻文を配し、両者の間に楕円形の区画文を

形成する。区画内の地文は縦位の集合沈線文であ

る。頸部には無文帯を持つ。

復元最大径は約49cm、現存高は約16.8cmであ

る。胎土は砂質である。器面は黄褐色で、焼成は

やや不良である。

　３は水平口縁の深鉢で、口縁から頸部まで残存

する。２本隆帯の弧状モチーフを描き、接点にボ

タン状の突起を配する繋ぎ弧文的な文様を描く。

　弧状モチーフは、接点となる部分の下を横位の

隆帯で連結することによって、文様帯下端を水平

に閉塞している。また、ボタン状突起を起点とし

て水平な隆帯が巡っており、弧状モチーフの内部

をさらに上下に分帯している。地文は縦位の集合

沈線文である。頸部には無文帯を持つ。

復元最大径は約35.4cm、現存高は約10.8cmで

ある。胎土は多量の砂と小礫を含む。器壁は外面
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暗褐色、内面暗灰黄褐色である。焼成は比較的良

い。

　４は出入り口部の埋甕である。口縁部から胴部

中段まで残存する。

　水平口縁で、無文の口唇部が外屈する。口縁部

には繋ぎ弧文を描き、下端を隆帯で閉塞する。頸

部に無文帯を持ち、胴部との境は２条隆帯で区画

する。胴部には隆帯による懸垂文と蛇行懸垂文が

交互に垂下する。地文はＲの撚糸文で、口縁部で

は右下がり、胴部では縦位回転で施文される。

復元最大径は約37.3cm、現存高は約24cmであ

る。胎土はやや砂質である。器壁は外面暗橙色、

内面暗橙色～黄橙色である。焼成は良い。

　５は曽利系の深鉢である。口縁から胴下半部ま

で残存する。胴部は寸胴で、頸部が「く」の字に

屈曲し、口縁は内湾しつつ立ち上がる。口縁は無

文で、胴部との境には半裁竹管状工具の平行沈線

文が断続的に巡る。胴部にはＲＬ単節縦位回転の

縄文を施文し、平行沈線の懸垂文を描く。

復元最大径は約24.5cm、現存高は約22.8cmで

ある。胎土は多量の砂とシルトを含む。器壁は外

面暗灰黄褐色、内面灰橙色である。焼成は比較的

良い。

　６も曽利系の深鉢である。口縁部から頸部まで

残存する。口縁は無文で、胴部との境には平行沈

線文が巡る。胴部にはＲＬ単節縦位回転の縄文を

施文し、平行沈線の懸垂文を描く。

復元最大径は約22.8cm、現存高は約8.6cmであ

る。胎土は若干の粗砂を含む。器面は暗茶褐色で

ある。焼成は良好である。

　７は器台で、脚部のみ残存する。無文で、側面

に円形の貫通孔を複数持つ。

復元最大径は約15.8cm、現存高は約6.9cmであ

る。胎土は砂質である。器面は黄橙色である。焼

成は良い。

　８は浅鉢胴部である。胴部中段が「く」の字に

張り、頸部屈曲して口縁外反する。胴上半部に文

様帯を持ち、２本隆帯の長方形区画を描き、内部

に縦位の集合沈線文を施文する。縦横の区画の交

点に小渦巻文を配し、胴下半部は無文である。

復元最大径は約43.3cm、現存高は約10.3cmで

ある。胎土は若干の粗砂、小礫を含む。器壁は外

面灰黄褐色、内面黒色である。焼成は良い。

９～33は破片資料である。９・10は勝坂式の口

縁部である。９は円筒形の深鉢で、口唇内面が突

出して、口端上に平坦面を持つ。外面には沈線に

よる渦巻文を描く。10は柱状の突起である。

11は中峠系の土器で、外反する波状口縁であ

る。口縁直下に1条の隆帯と凹線が巡って外面に

段をなし、波頂部側面に盲孔を配する。頸部に無

文帯を持ち、胴部との境は１条の隆帯で区画する。

12～17は加曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢口

縁部である。12は箱形の中空突起である。13も中

空突起の一部で、口縁部文様帯の大柄な渦巻文か

ら派生する。地文はＲの撚糸文である。

15は繋ぎ弧文で、弧状の区画内部をさらに横走

する隆帯で分帯する手法は３に共通する。地文は

縦位の集合沈線である。

14も繋ぎ弧文の一部であろう。地文はＲの撚糸

文である。16は圧縮し幅狭となった口縁部文様帯

で、上を１条、下を２条の隆帯で区画する。区画

の下には平行沈線の懸垂文が垂下する。地文はＬ

Ｒ単節横位回転の縄文である。

17は口縁直下の破片で、文様帯上端の区画と、

扁平な隆帯による渦巻文の一部がみられる。地文

はＲの撚糸文である。18は口縁部文様帯の一部で、
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２本隆帯により大柄の渦巻文を描く。文様帯下端

は１条の隆帯で区画し、頸部無文帯はみられない。

地文はＲの撚糸文である。19は頸部無文帯で、胴

部との境を２条の隆帯により区画する。

20～27は同類の深鉢胴部である。20は頸部との

境を半裁竹管状工具の平行沈線文で区画し、胴部

に同一工具による懸垂文が垂下する。地文はＲＬ

単節縦位回転の縄文である。

21は頸部との境を２条の隆帯で区画し、胴部に

は２本隆帯の懸垂文が垂下する。地文はＲＬ単節

縦位回転の縄文である。

22～26は懸垂文が垂下する胴部である。複列の

懸垂文と単独の蛇行懸垂文の交互配置であり、20

は半裁竹管による平行沈線、26・27は棒状工具の

平行沈線、他は隆帯が用いられる。24は隆帯によ

る懸垂文の間に半裁竹管状工具の懸垂文と波状懸



― 297 ―



― 298 ―



― 299 ―



― 300 ―

垂文を描く。

地文は22・23・25・26はＲの撚糸文、24・27は

ＲＬ単節の縄文で、すべて縦位回転で施文する。

28は地文撚糸文のみの胴下半部である。地文はＲ

の撚糸文で、底部付近は無文となる。29は底部で、

隆帯の懸垂文が垂下し、ＲＬ単節縦位回転の縄文

を施文する。

30～33は浅鉢である。30は胴部中段が「く」の

字に張り出し、胴上半部に文様帯を持つ。地文は

縦位の集合沈線文で、胴下半部は無文である。33

はこれに類似する器形で、口縁から胴部中段まで

残存する。口縁は外面に段を持つ折り返し口縁で、

胴上半部と頸部に３条の凹線が巡る。

31・32は無文の浅鉢である。31は緩やかに内湾

しつつ立ち上がる単調な器形で、口唇部が肥厚し

て内外に軽微な段を持つ。32は胴張りの浅鉢で、

頸部屈曲して口縁直立する。折り返し口縁で、外

面に段を持ち、口端上面を平坦に整形している。

34～42は土製円盤である。

石器（第268図）

　43～49は石鏃である。

　43は凹基の鏃で、左脚を折損する。両側縁が緩

やかに内湾する紡錘形で、基部はＶ字状に切れ込

む。長さ3cm、幅1.5cm、厚さ0.6cm、重さ2.14ｇ

である。石材はチャートである。

　44は凹基の鏃で、完形品である。基部は緩やか

な弧を描く。長さ1.5cm、幅1.1cm、厚さ0.4cm、

重さ0.46ｇである。石材はチャートである。

　45は凹基の鏃で、先端部を折損する。長さ

1.8cm、幅1.5cm、厚さ0.4cm、重さ0.89ｇである。

石材はチャートである。

　46は凹基の鏃で、先端部が折損する。長さ

1.5cm、幅1.4cm、厚さ0.4cm、重さ0.69ｇである。

石材はチャートである。

　47は凹基の鏃で、ほぼ中段から先端部側を折損

する。プロポーションは43に似て、基部は深く切

れ込む。長さ2cm、幅1.6cm、厚さ0.6cm、重さ

1.46ｇである。石材は黒曜石である。

第 265 図　第 35 号住居跡出土遺物（２）



― 301 ―



― 302 ―

　48は平基で、両側縁が緩やかな内向きのカーブ

を描く。長さ2.1cm、幅1.6cm、厚さ0.6cm、重さ

1.21ｇである。石材はチャートである。

　49は平基の鏃である。二等辺三角形のプロポー

ションで、先端部はやや鈍角である。長さ1.6cm、

幅1.3cm、厚さ0.5cm、重さ0.7ｇである。石材は

黒曜石である。

　50～53は打製石斧である。

　50は短冊形である。両側縁と刃部腹面側に剥離

が集中し、基部は無加工である。長さ11.5cm、幅

5.1cm、厚さ2.5cm、重さ190.72ｇである。石材は

安山岩である。

　51は短冊形の石斧で、背面に広く自然面を残す。

中央が張り出す三角形の刃部を持つ。長さ

10.6cm、幅4.6cm、厚さ2.3cm、重さ144.97ｇで

ある。石材はホルンフェルスである。

　52はやや寸詰まりの撥形である。背面に打割面

を持つ。両側縁に剥離が集中して、緩やかな内向

きのカーブを作り出す。長さ8.8cm、幅6.3cm、

厚さ1.7cm、重さ108.64ｇである。石材はホルン

フェルスを使用する。

　53は短冊形で、刃部と基部が折損する。背面に

残る自然面に擦痕がみられることから、磨石から

転用された可能性がある。長さ10.8cm、幅4.5cm、

厚さ1.6cm、重さ102.68ｇである。石材は砂岩で

ある。

54～56は磨石である。54は楕円形で、表裏に使

用面を持つ。また、凹石に転用されており、表裏

各２つの凹孔を持つ。本資料は中段から二つに折

れた状態で炉石に転用されていた。長さ16.8cm、

幅8.2cm、厚さ4.6cm、重さ839.2ｇである。石材

は多孔質安山岩である。

　55は中央から折損しているが、円形ないし楕円

形で、表裏に使用面を持つ。長さ5.3cm、幅

7.7cm、厚さ4cm、重さ202.44ｇである。石材は

安山岩である。

　56も炉石に転用されていたもので、楕円形の磨

石である。両面使用される。長さ7.2cm、幅

5.7cm、厚さ3.3cm、重さ140.69ｇである。石材は

多孔質安山岩である。

　57はいわゆる凡字型石器である。楕円形の礫を

短軸方向に割り、さらに片側縁に打撃を繰り返し

て深い抉りを形成している。底面には交差する２

方向の剥離がみられるが、顕著な摩耗は示してい

ない。長さ10.6cm、幅7.8cm、厚さ5.4cm、重さ

469.1ｇである。石材はシルト岩である。



― 303 ―



― 304 ―



― 305 ―



― 306 ―

第37号住居跡（第269～272図）

Ｎ・Ｏ‐14グリッドに位置する。第38号住居

跡を壊している。覆土掘削中に炉跡を検出し、上

下２面の床面が存在することが判明した。上位

のものを第37号（新）、下位を第37号（古）と仮

称した。

第37号（新）住居跡

長径4.08ｍ、短径4.06ｍの楕円形の住居跡で、

主軸方向はＮ‐47°‐Ｗを指す。壁は比較的緩や

かに立ち上がり、壁高は最も深い部分で0.16ｍで

ある。床面は平坦で、南方向へ緩やかに傾斜して

いる。壁溝は検出できなかった。

主軸線上北壁寄りで炉跡を検出した。不整円形

の地床炉で、直径87cm、深さ15cmである。

床面上からピットは検出できなかった。また、

第37号（古）の床面を調査した際にも、本住居跡

の炉跡に対応する柱穴は検出されなかった。

覆土はほぼ単層である。所属時期は勝坂式末～

加曾利ＥⅠ式期と考えられる。

第37号（古）住居跡

長径4.23ｍ、短径3.89ｍの楕円形の住居跡で、

主軸方向はＮ‐47°‐Ｗを指す。壁は比較的緩や

かに立ち上がり、壁高は最も深い部分で0.23ｍで

ある。床面は平坦で、中央部分がわずかに下がっ

ている。壁溝は検出できなかった。

主軸線上やや奥壁寄りに炉跡を検出した。円形

の地床炉で、直径70cm、深さ12cmである。

床面上から12本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～３・７～10が主柱穴で４本柱の上屋

を構成するものと考えられ、また、切り合いや覆

土の状態から新旧の時間差が存在し、建て替えが

行われた可能性がある。

具体的には、住居床面の外周で壁近くに位置す

るＰ２・７・10が新段階、内周のＰ１・３・８・

９が古段階に属するものと考えられる。Ｐ１に対

応する新段階の柱穴は検出できず、隣接する攪乱

により破壊されたものとみられる。

主軸線上南東側の壁近くにＰ４～６・11が集中

しており、これが出入り口施設の痕跡と考えられ

る。覆土は壁際の三角堆積層を除けばほぼ単層で、

遺物は主に炉の周辺から少量出土している。所属

時期は勝坂式末～加曾利ＥⅠ式期と考えられる。

第37号住居跡出土遺物

土器（第274～277図）

　1は無文の円筒形深鉢である。水平口縁の折り

返し口縁で、外面に段を持つ。復元最大径は約

11.2cm、現存高は約13.9cmである。胎土は若干

の小礫・砂・黒雲母粒子を含む。器壁は外面暗橙

色で黒斑がみられ、内面黒褐色である。焼成は良

好である。

　２～６は勝坂Ⅱ式である。２は内湾する口縁部

で、キャリパー形の深鉢である。折り返し口縁で

表裏に段を持ち、口縁直下には刻みを持つ隆帯で

楕円形の区画文を描く。区画の内部には半裁竹管

状工具による平行沈線文とキャタピラ文、弧状の

刺突列が巡る。

　３・４は円筒形の深鉢で、いずれも折り返し口

縁である。３は多段の平行沈線間を縦位の短沈線

により交互に刻む。４は半裁竹管状工具の爪型文

を伴う隆帯が多段に巡り、同一工具による斜位の

刺突を施す。５は半裁竹管状工具の平行沈線文で

曲線的なモチーフを描き、これに沿ってキャタピ

ラ文を施文する。６は隆帯による楕円形区画に沿

ってキャタピラ文を施文する。

　７～10はこれらに伴う阿玉台式である。いずれ

も胎土に金雲母を含む。７は折り返し口縁に沿っ

て幅広の角押し文が巡る。８は口縁直下にＶ字状

の隆帯を配し、半裁竹管状工具先端による斜位の

刺突列が巡る。９は球胴状に張る胴上半部で、無

文地に箆状工具による斜位の刻みが巡る。10は曲

線的な隆帯に沿って半裁竹管状工具の平行沈線文

を描き、同一工具による集合沈線文を施文する。

11～22は勝坂Ⅲ式である。11・12は円筒形深鉢

口縁部で、口縁上の突起から縦位の隆帯が垂下す
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る。12の口唇上には交互刺突を伴う楕円形の区画

文を配する。13・14はキャリパー形深鉢で、矢羽

根状の刻みを持つ隆帯で楕円文を描く。15は円筒

形深鉢で、口端内屈する。

16・19～23は胴部の文様帯である。刻みを持つ

隆帯で区画文を描く。20は区画内部に雨だれ状の

列点文を充填する。22は頸部に無文帯を持ち、胴

部との境を交互刺突を伴う平行沈線で区画する。

23は隆帯と集合沈線による櫛歯文である。

22は浅鉢口縁部～胴上半部で、眼鏡状突起を配

し、扁平な隆帯による文様を描く。

25～42は中峠系の土器である。25は口縁直下が

「く」の字に張り出して刻み隆帯が巡り、半裁竹

管状工具による円文と楕円形区画を描く。 
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26は先割れの波状口縁で、隆帯による楕円形区

画が巡る。27は口縁直下に隆帯＋沈線の楕円文が

巡る。28は胴上半部が張り出し、頸部が屈曲して、

無文の口縁が立ち上がる。

29も無文の口縁で、口端内屈して上面に広い平

坦面を形成する。胴上半部は張り出して縄文を施

文する。30・31は外反口縁で、頸部に隆帯が巡る。

30の隆帯には縦位の押圧がみられる。32は胴上半

部が張り出して、2本隆帯による曲線文を描く。

33も胴張りで、頸部に斜めの短沈線を伴う隆帯が

巡る。

34は無文の外反口縁で、口縁直下に1条の隆帯

が巡る。胴部にはＬ無節縦位回転の縄文を施文す

るが、口縁部の隆帯に沿って同一原体の側面圧痕

が巡る。35・36は内湾口縁で、35は１個の瘤状突

起を配する。37～40は隆帯文を持つ胴上半部であ

る。

41・42は集合沈線文上に刻み隆帯によるモチー

フを描く。42は文様帯下端を背割れの隆帯で区画

し、胴下半部には撚糸文を施文する。43・44は刻

みを持つ２本隆帯が垂下する胴部である。45は胴

上半部に文様帯を持って沈線文を描き、胴下半部

は縄文帯となる。46～49は曽利系の深鉢で、縦位

の浮線＋沈線を地文とする。

50～57は加曾利EⅠ式のキャリパー類深鉢であ

る。上下を隆帯で区画した口縁部文様帯を持ち、

２本隆帯で横S字文や十字文等を描く。50は内屈

する口端上にも文様帯を持つ。54は文様帯下端の

区画で、頸部に無文帯を持たない。

58～61はこれらに伴う胴部である。59・60は頸

部との境を区画する隆帯で、60は頸部無文帯を持

つ。61は半裁竹管状工具による区画が巡り、同一
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工具による曲線文が胴部に展開する。

62～76は地文のみの胴部である。縄文・撚糸文

がほぼ同比率で存在し、縄文はしばしば０段多

条が用いられる。77～79は底部および直上の破片

で、無文帯が存在する。

80～89は無文の浅鉢である。80・81は胴張りで

頸部屈曲し、口縁は垂直に立ち上がる。81は折り

返し口縁で、外面に段を持つ。85は同じ器形の胴

上半部である。82・83は内湾口縁で、いずれも外

面に段を持つ。84は外反口縁で、内面に稜を持つ。

86～89は直線的に開く胴下半部で、86は内湾する

胴上半部へと接続する。

90～92は土製円盤である。

石器（第277図）

　93～95はいずれも凹基の石鏃である。93は先端

部折損する。長さ2cm、幅1.5cm、厚さ0.5cm、

重さ1.05ｇである。石材は黒曜石である。94は先

端部と右脚を折損する。長さ2cm、幅1.4cm、厚

さ0.4cm、重さ0.81ｇである。石材は青灰色チャ

ートである。95も先端部と右脚を折損する。長さ

2cm、幅1.7cm、厚さ0.5cm、重さ1.4ｇである。

石材は赤色チャートである。

　96はスクレイパーである。不整な台形で、右側

縁部に片刃の刃部を持つ。長さ4.4cm、幅3.9cm、

厚さ1cm、重さ15.03ｇである。石材は頁岩である。

　97は短冊形の打製石斧である。刃部が右へと湾

曲しており、再生品の可能性がある。長さ10.8cm、

幅5.8cm、厚さ2.1cm、重さ137.52ｇである。石材

は安山岩である。

第38号住居跡（第269・271・273図）

Ｎ・Ｏ‐14・15グリッドに位置する。第37号住

居跡に壊されている。長径4.26ｍ、短径は切り合

いにより計測不能である。主軸方向はＮ‐21°‐

Ｗを指す。壁は緩やかに立ち上がり、壁高は最も

深い部分で0.23ｍである。

床面は平坦で、中央がやや低くなっている。炉

跡・壁溝・ピットは検出されなかった。覆土は上

下２層からなり、遺物は主に上層からごく少量出

土している。所属時期は勝坂Ⅱ式期と考えられる。

第38号住居跡出土遺物

土器（第278図）

　１は阿玉台Ⅱ式である。山形波状口縁で、波頂

部に刻みを持つ。波頂部の直下には楕円形の貼付

文と、横位の貫通孔を持つ扁平な橋梁状把手を配

する。

これらの突起・把手は口縁部文様帯を垂直に分

割しており、左右に三角形の区画を形成する。区

画内部には複列の角押し文が巡り、文様帯下端は

隆帯で区画する。胎土に多量の金雲母を含む。

　２～５は勝坂Ⅱ式である。２・３は隆帯による

区画文で、２は三角形、３は楕円形の区画を描き、

隆帯に沿って幅広の角押し文が巡る。４は無文の

口縁で、円筒形の深鉢とみられる。５は無文の口

縁部～頸部と、胴部の文様帯との境界部分とみら

れ、半裁竹管による爪型文を伴う隆帯が巡る。

　６・７は地文のみの破片で、ＲＬ横位回転の縄

文を施文するが、いずれも０段多条の原体を使用

している。８は有孔鍔付土器である。断面三角形

の鍔の上面に貫通孔を持つ。鍔の下には角押し文

が巡る。

石器（第278図）

　９・10は石鏃である。９は凹基で、長さ2.5cm、

幅1.7cm、厚さ0.4cm、重さ1.52ｇである。石材

は灰色チャートである。10はＶ字に切れ込む凹基
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で、長さ2.1cm、幅1.2cm、厚さ0.4cm、重さ0.59

ｇである。石材は青灰色チャートである。

　11・12は石錐である。11は体部逆三角形で短い

錐部を持つ。長さ2.6cm、幅2.1cm、厚さ0.9cm、

重さ3.65ｇである。石材は青灰色チャートである。

12は断面三角形の細長い錐部に小さなつまみが付

くもので、長さ2.3cm、幅0.9cm、厚さ0.9cm、重

さ0.82ｇである。石材は黒曜石である。

　13は磨製石斧で、基部側が折損する。長さ

9.5cm、幅4.8cm、厚さ3.8cm、重さ283.3ｇである。

石材は安山岩である。14は磨石である。不整楕円

形の礫を使用し、長軸一端が叩き石として使用さ

れる。長さ9.3cm、幅4.5cm、厚さ4.6cm、重さ

259.24ｇである。石材は礫岩である。 

第39号住居跡（第279・280図）

Ｍ‐10グリッドに位置する。第160・228号土壙

および近世のピット多数に壊されている。また、

覆土北西部分、全体の二分の一近くが調査区域外

に存在する。

長径は計測不能、短径3.75ｍで、主軸方向はＮ

‐33°‐Ｗ付近に存在するものとみられる。壁は

比較的緩やかに立ち上がる。壁高は最も深い部分

で0.22ｍである。

床面は平坦で、東方向へと緩やかに傾斜してい

る。炉跡および壁溝は検出できなかった。床面上

から４本のピットが検出された。これらのうちＰ

１・２は主柱穴と考えられるが、柱穴配置は不明

である。主軸線上南東側の壁近くにＰ３・４が存

在し、これらは出入り口施設の可能性がある。

覆土は単層で、遺物は主に床面付近から少量出
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土した。所属時期は勝坂Ⅲ式期と考えられる。

第39号住居跡出土遺物

土器（第281・282図）

　1 は深鉢胴下半部である。両側縁に刻みを持つ

鰭状の突起で器面を縦位に分割し、平行沈線によ

る半円形の区画文を描く。胴部中段には無文帯を

持ち、文様帯との境を隆帯＋平行沈線文で区画す

る。地文はＲＬ単節の縄文を右下がりに施文する。

突起部分を含む復元最大径は約30.8cm、現存

高は約7.7cmである。胎土は砂質である。器壁は

外面灰橙色、内面茶褐色である。焼成は良い。外

面が被熱により風化している。

２～27は破片資料である。２～７は勝坂Ⅰ式で、

隆帯による区画文に沿って角押し文や三角押し文

を施文する。

８～25は勝坂Ⅲ式で、刻み隆帯に沿って爪型文

や平行沈線文を描き、余白に渦巻文や三叉文を配

する。８・９は円筒形深鉢の口縁部で、８は幅狭

の無文帯を持つが、９は集合沈線文を描く。10は

口縁部直下に凹線を持ち胴上半部が軽微に張るも

ので、12も類似の器形とみられる。11は波状口縁

で、波頂部に何らかの突起が付される。23～25は

文様帯下端の区画で、いずれも刻みを持つ隆帯が

巡る。

26・27は中峠系の土器である。26は４本隆帯に

よる渦巻文を描き、一部の隆帯間に幅広の角押し

文を施文する。27は胴部中段に無文帯を持ち、胴

下半部に平行沈線文を描くもので、１と同一個体

の可能性がある。

石器（第282図）

　28は尖頭器である。横長の剥片を素材に右側縁

からの剥離を繰り返し、木葉形のプロポーション

をつくりだしている。長さ6.2cm、幅3.6cm、厚

さ1.7cm、重さ35.6ｇである。石材は頁岩である。

　29は短冊形の打製石斧で、中段から短軸方向に

折損する。背面に広く自然面を残す。両側縁に調

整剥離が集中して抉りを作り出し、刃部はほとん

ど無加工である。長さ9cm、幅5.1cm、厚さ1.8cm、

重さ97.47ｇである。石材は砂岩である。

第40号住居跡（第283～289図）

Ｎ‐11グリッドに位置する。第203・224号土壙

に壊されている。長径4.29ｍ、短径3.76ｍの楕円

形の住居跡で、主軸方向はＮ‐36°‐Ｗを指す。

壁は緩やかに立ち上がり、壁高は最も深い部分で

0.3ｍである。壁溝は検出できなかった。

床面は平坦で、北西方向に緩やかに下がってい

る。主軸線上奥壁寄りで炉跡を検出した。埋甕炉

で、深鉢胴部中段を正位に埋設していた。土器の

周囲に掘りかたを検出した。長径91cm、短径

70cm、深さ21cmで、土器にくらべ掘りかた部分

が大きく、土器の外側にも大量の焼土が堆積して

いたことから、土器埋設以前にも地床炉として機

能していたことも考えられる。

床面上から18本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～14が主柱穴と考えられる。

さらに、これらの柱穴には新旧の時間差が存在

し、

古段階＝Ｐ３・６・９・12

中段階＝Ｐ２・５・８・11・（14・15）

新段階＝Ｐ１・４・７・10・（13）

という変遷をたどるものと考えられる。いずれ

も基本的な柱穴配置は４本柱で、南東コーナー部

分のみ北側に重複して同等の規模の柱穴が存在し

ている。

主軸線上南東側の壁近くにＰ16～18が存在し、

これが出入り口施設と考えられる。覆土は壁際の
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三角堆積土壙を別にすればほぼ単層で、遺物は中

央付近の中～上層を中心に出土している。所属時

期は勝坂式末～加曾利EⅠ式期と考えられる。

第40号住居跡出土遺物

土器（第290～294図）

　１は胴部のみ残存する。勝坂系の土器で、円筒

形の深鉢である。平行沈線文による弧状文が上下

に対向し、接点に交互刺突を施す。上半の弧状文

は内部に集合沈線文を描いて櫛歯文となり、下半

は角押し文列を充填する。文様帯下端は斜め刻み

の隆帯で区画する。

復元最大径は約16.2cm、現存高は約8.4cmであ

る。胎土は砂質で、黒雲母粒子を多量に含む。器

面は暗灰褐色で、焼成は良好である。

　２は口縁から胴部中段まで残存する。無文口縁

の深鉢で、頸部に刻み隆帯の楕円形区画が巡り、

区画の接点に交互の刻みを施す。口縁直下に刻み

隆帯の楕円形区画文を単独で配し、内部に交互刺

突文を描く。区画の下からは矢羽根刻みの隆帯２

本が垂下し、頸部の区画に連結する。

復元最大径は約34.9cm、現存高は約18.6cmで

ある。胎土は砂質である。器面は茶褐色で、黒斑

がみられる。焼成は良い。

３～11は中峠系の土器である。３は波状口縁の

深鉢で、頸部にくびれを持つ外反口縁である。口

縁直下に微隆起線による楕円形区画文が並んで波

頂部で交差し、１か所のみ刻みを伴う小渦巻状の

突起を配する。胴部にはＲ無節の撚糸文を施文し、

胴部中段に1条の沈線が巡る。

復元最大径は約19.3cm、現存高は約12.7cmで

ある。胎土は砂と小礫をやや多く含む。器面は橙

色で、焼成は良い。内面に風化による剥落がみら

れる。

　４は水平口縁で、胴部中段の一部を除き口縁か

ら底部まで残存する。口縁直下に楕円形の区画文

を持ち、下端を矢羽根刻みの隆帯で区画する。区

画の接点には隆帯＋沈線の波頭状モチーフを持つ

突起を４単位配する。胴部にはＲ縦位回転の撚糸

文を施文する。

復元最大径は約30cm（突起含む）、現存高は約

37.6cmである。胎土は砂質で、シャモット・雲

母粒子を含む。器壁は外面黄橙色、内面暗橙色で、

いずれも黒斑がみられる。焼成は比較的良い。

　５は口縁から胴部中段まで残存する。緩やかな

波状口縁で、口縁直下に上下を隆帯で区画した文

様帯を持つ。波状口縁波頂部には４に似た波頭状

突起を配し、波底部にはＣ字状の区切り隆帯を配

している。頸部には上下を平行沈線文で区切った

文様帯を持ち、内部には平行沈線による十字文を

描く。

復元最大径は約32.3cm、現存高は約14cmであ

る。胎土は多量の砂・小礫・金雲母粒子を含む。

器壁は外面灰黄褐色、内面暗灰黄褐色である。焼

成は良い。

　６は底部のみ欠失する。胴部紡錘形で、頸部が

「く」の字にくびれ、短い外反口縁を持つ。山形

波状口縁で、口縁直下に隆帯＋平行沈線による幅

狭の文様帯を持ち、波底部に３個１単位の交互刻

みを配する。胴部には半裁竹管状工具による十字

文を描き、縦横の沈線の交点に円文を配する。地
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文はＲ縦位回転の撚糸文である。

復元最大径は約16.6cm、現存高は約20.4cmで

ある。胎土はやや砂質である。器壁は外面暗灰橙

色、内面暗褐色である。焼成は良い。

　７は口縁から胴部中段まで残存する。緩やかな

波状口縁で、口縁部直下に上下を刻み隆帯で区画

した幅狭の文様帯を持つ。波頂部には縦位の短い

平行沈線を描き、内部に横位の刻みを施す。

頸部には二重の円文を描き、胴部中段に平行沈

線が巡る。地文はＲの撚糸文で、縦位回転で施文

する。

復元最大径は約16cm、現存高は約11.2cmであ

る。胎土はシルト質である。器壁は外面明灰橙色、

内面灰褐色である。焼成はやや不良である。

　８は口縁部から頸部まで残存する。３単位の波

状口縁で口縁直下に幅狭の楕円形区画文を描き、

文様帯下端に刻みを持つ隆帯で区画する。頸部に

は平行沈線による波状文が巡り、胴部との境は平

行沈線で水平に区画する。地文はＲ縦位回転の撚

糸文である。

復元最大径は約21.8cm、現存高は約8.4cmであ

る。胎土は若干の砂を含み、黒雲母粒子が混じる。
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器壁は外面暗茶褐色、内面茶褐色で、黒斑がみら

れる。焼成は良好である。

　９は口縁から底部まで残存する。水平口縁上に

３単位の突起を持つが、２つは中央に小渦巻文を

持つ小突起、１つは山形の大突起で、中央に貫通

孔を伴う円文を配し、突起上部には角押し文列を

施文する。

口縁下に区画文が巡って交互刺突文や小渦巻文

を描き、半裁竹管状工具の刻みを伴う隆帯で文様

帯下端を区画する。頸部には平行沈線文が巡り、

胴部に平行沈線の懸垂文が垂下する。地文はＲＬ

単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約24.8cm、現存高は約35.5cmで

ある。胎土は砂質で白色粒子が目立つ。器面は橙

色である。焼成は良い。

　10は口縁から底部まで残存する。４単位の波状

口縁で、波頂部から下がる隆帯で口縁部文様帯を

縦に分割し、楕円形の区画文を形成している。区

画文内部には平行沈線文が巡り、集合沈線によっ

て密な渦巻文を描く。文様帯下端は隆帯で区画す

る。

　胴部中段にくびれを持って３本沈線の区画が巡

る。地文はＲＬ単節縦位回転の縄文で、結束回転

の綾繰り文を伴っている。

復元最大径は約19.1cm、現存高は約30.8cmで

ある。胎土は砂質で、金雲母粒子含む。器面は暗

褐色である。焼成は良い。

　11は胴下半部を欠失する。頸部にくびれを持ち、

口縁と胴下半部が張るキャリパー形の深鉢である。

水平口縁で、口縁直下に小渦巻文を伴う円錐形の

小突起を４単位配し、うち対向する２か所では上

面に背割れの楕円形突起を伴っている。口縁直下
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に斜めの刻みを持つ隆帯が巡り、これに沿って刻

みを持つ平行沈線文が巡る。胴上半部には刻みを

伴う３本沈線の懸垂文が垂下し、間隙には縦位の

集合沈線文を施文する。

　胴部中段には半裁竹管状工具の平行沈線文で上

下を区切った文様帯を持ち、Ｒ縦位回転の撚糸文

上に平行沈線の小波状文が巡る。

復元最大径は約25.1cm、現存高は約24cmであ

る。胎土は多量の砂・シルトを含み、チャート・

亜角礫が混じる。器壁は外面灰黄褐色～灰橙色で

黒斑がみられる。焼成は良い。

　12は加曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢である。

口縁から頸部まで残存する。２本隆帯で十字文を

描き、頸部には１条の隆帯が巡って文様帯下端を

区画する。頸部無文帯は存在しない。地文はＲ縦

位回転の撚糸文である。

復元最大径は約18.2cm、現存高は約7.4cmであ

る。胎土は白色の砂粒と小礫を多く含む。器面は

暗橙色である。焼成は良い。

　13は寸胴の深鉢で、口縁から胴下半部まで残存

する。口縁直下に背割れ隆帯による区画を持ち、

１か所に大柄の渦巻文から変化した中空突起、２

か所にＣ字状の隆帯による区切り文を配する。地

文はＲ縦位回転の撚糸文である。

復元最大径は約24.6cm（突起含む）、現存高は

約20.8cmである。胎土は多量の砂と、黒雲母粒
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子を含む。器面は暗褐色である。焼成は良い。

　14は曽利Ⅰ式系の深鉢で、口縁から胴下半部ま

で残存する。頸部に幅広の無文帯を持ち、口縁と

胴下半部にそれぞれ文様帯を持つ。

口縁部の文様帯は浮線＋沈線による密な褶曲文

を描き、中心に小渦巻文を配する。口端は強く内

屈して、数か所に小突起を配する。胴下半部には

縦位の集合沈線を描き、無文帯との境を平行沈線

で区画する。

復元最大径は約33cm、現存高は約24.6cmであ

る。胎土はやや砂質で、黒雲母粒子を多く含む。

器壁は外面暗灰褐色、内面暗褐色である。焼成は

良い。

　15は頸部から胴下半部まで残存する。14と共通

の文様であり、同一個体の可能性もある。復元最

大径は約22cm、現存高は約15.5cmである。胎土

はやや砂質である。器壁は外面暗橙色、内面暗褐

色である。焼成は良い。

　16は深鉢底部である。Ｒ縦位回転の撚糸文を施

文する。復元最大径は約15.4cm、現存高は約

5.7cmである。胎土は小礫と砂を多量に含む。器

壁は外面灰黄褐色、内面茶褐色である。焼成はや

や不良である。

17～74に破片資料をまとめた。17～37は勝坂式

である。大半が勝坂Ⅲ式だが、27のみ勝坂Ⅱ式と

考えられる。

17・19は中央に貫通孔を持つ突起で、17は上方

左側縁に凹孔を中心とする同心円文を描き、右側

縁には沈線によるＲ字状のモチーフを描く。21は

表裏に波頭状のモチーフを描く突起である。

20・22は円筒形の深鉢である。折り返し口縁で

外面に段を持ち、刻み隆帯による横位の区画を持

つ。23は口縁直下にキャタピラ文による三角形の

区画を構成し、同心円文と三叉文を描く。

38・39も円筒形の深鉢口縁部で、縦位の隆帯が

垂下する。38は内面に隆帯が巡る先割れの口縁で、

外面無文地に刻み隆帯が垂下する。39は「く」の

字に内屈する口縁で、外面にＲＬ単節の縄文を右

下がりに施文し、交互刻みの隆帯が垂下する。

24～37は胴部破片である。器面を隆帯で分割

し、沈線文や爪型文を施文する。大半は刻み隆帯

だが、24は上面に沈線を伴う背割れ隆帯である。

31は扁平な上面に幅広の角押し文を伴う。33は矢

羽根刻みの隆帯である。28は頸部に無文帯を持つ。

35・37は文様帯下端の区画で、37の胴下半部は無

文である。

40～45は中峠系の土器である。40～43は口縁部

直下に圧縮された文様帯を持つもので、多くは頸

部以下地文だが、40は頸部に文様帯を持つ。44は

隆帯による楕円形の区画文が並ぶ。45は胴上半部

が張り出す三原田式類似の土器である。

46～59は加曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢で

ある。46は２本隆帯により横Ｓ字文やクランク文

等のモチーフを描く。46・47は渦巻文と口縁部の

区画との接点に３個１単位の交互刺突文を配する。

47は渦巻文に接して上下対向する弧状モチーフを

配している。

50は渦巻文から派生する中空突起である。52・

54は１本隆帯のクランク文である。53は片流れの

渦巻文で、頸部に無文帯が存在する。

55～57・59は口縁部文様帯の一部である。55は

頸部と胴部の境を隆帯で区画し、無文帯を持たな

い。59は頸部無文帯を持つが、口縁部文様帯下端

の区画線が存在しない。60・61は頸部ないし胴上

半部の文様帯である。60は小波状文、61は７に類

似の同心円文である。

62～64は集合沈線を地文とする土器で、63は隆

帯による繋ぎ弧文的なモチーフを描く。64は密な

集合沈線の渦文と考えられる。

65～71は浅鉢で、65は唯一文様帯を持ち、扁平

な隆帯による曲線文が胴上半部に展開する。72・

73は無文の底部で、72は浅鉢、他は深鉢である。

74の底面は箆削りにより上げ底状となる。

　75は滑車型の耳飾りである。76～80は土製円盤
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である。

石器（第295図）

　81・82は石鏃である。

82は浅いＶ字に切れ込む凹基の鏃である。長さ

2.2cm、幅1.8cm、厚さ0.3cm、重さ0.85ｇである。

石材は灰色チャートである。82は平基で、先端や

や鈍角である。長さ2.1cm、幅1.5 cm、厚さ

0.5cm、重さ1.15ｇである。石材は青灰色チャー

トである。

　83・84は打製石斧である。

83は短冊形の石斧で、背面基部側に自然面を残

す。長さ10cm、幅5.4cm、厚さ2.2cm、重さ
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120.14ｇである。石材はホルンフェルスである。

84は撥形とみられるが、末広がりの刃部を折損す

る。基部末端に自然面を残す。長さ8.1cm、幅

4.5cm、厚さ2cm、重さ81.22ｇである。石材は黒

色頁岩である。

　85は石皿片である。本来楕円形であったとみら

れ、磨り面の裏側平坦面を持ち、数か所の凹孔が

みられる。長さ12.9cm、幅6.8cm、厚さ6.1cm、

重さ449.22ｇである。石材は溶岩である。

　86は軽石製品である。円形の自然石が面取りさ

れている。長さ7.1cm、幅6.2cm、厚さ3.5cm、重

さ55.03ｇである。石材は軽石である。

　87は磨石である。小判形で、表裏に使用面を持

つ。長さ7.5cm、幅6.1cm、厚さ2.8cm、重さ

211.01ｇである。石材は閃緑岩である。

第42号住居跡（第296～300図）

K・Ｌ‐18・19グリッドに位置する。

長径5.46ｍ、短径4.96ｍの隅丸方形の住居跡で、

主軸方向はＮ‐63°‐Ｗを指す。壁はやや鈍角で

立ち上がり、壁高は最も深い部分で0.4ｍである。

南西壁直下に壁溝を検出し、南東壁から内側へ１

～1.3ｍほど入った部分でも断続的に壁溝を検出

した。床面は平坦で、南東方向へ緩やかに傾斜し

ている。

主軸線上やや奥壁寄りに炉跡１を検出した。隅

丸方形の石囲い炉であったとみられ、南西縁の

み部分的に炉石が残存していた。長径53cm、短

径52cm、深さ12cmで、主軸方向はＮ‐60°‐Ｗ

を指す。炉の掘りかたは長径107cm、短径70cm、

深さ24cmで、焼土混じりのロームブロックを充
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填しており、炉の造り替えが行われた可能性が

考えられる。

また、北西壁近くにもごく浅い焼土だまりが存

在し、これを炉跡２とした。

床面上から７本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～６が主柱穴と考えられ、６本柱の上

屋を構成するものと考えられる。主軸線上南東側

の壁近くにＰ７が存在し、これが出入り口施設の

痕跡と考えられる。覆土は上下２層からなり、土

層図中１～４層が上層、５層以下が下層に比定さ

れる。遺物は主に上層、とりわけ上下層の境界面

付近から多く出土している。

所属時期は加曾利EⅠ式期と考えられる。

第42号住居跡

土器（第301～303図）

　１・２は加曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢であ

る。１は口縁部から頸部まで残存する。口縁部に

大柄の渦巻文を描くが、主文様と文様帯下端の区
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画との癒着が生じている。また、２本隆帯の間が

わらび手沈線化している。地文はＲＬ単節横位回

転の縄文で、頸部には無文帯を持つ。

復元最大径は約30.5cm、現存高は約8.6cmであ

る。胎土は若干の砂を含む。器面は暗黄褐色であ

る。焼成は良い。

　２は口縁部から底部まで復元残存する。初現的

な繋ぎ弧モチーフで、文様帯下端を1条の隆帯で

水平に区画する。地文は櫛歯状工具の条線だが、

弧状の隆帯が形成する半円形の区画内部のみに施

文する。頸部には無文帯が存在し、胴部との境を

３条の沈線で区画する。胴部中段には平行沈線に

よる波状文を描いて、下方をふたたび３条の沈線

で閉塞する。胴部には地文条線を施文するが、一

部頸部無文帯にも侵入している。

復元最大径は約25cm、現存高は約21.5cmであ

る。胎土は多量の砂と小礫を含む。器壁は外面が

暗橙色～暗灰褐色、内面は暗灰褐色で、焼成は良

い。

　３は無文口縁の深鉢で、口縁から底部まで残存



― 337 ―



― 338 ―

する。頸部に３条の平行沈線による区画が巡り、

胴部には平行沈線による懸垂文と単沈線の蛇行懸

垂文が交互に垂下する。地文はＲＬ単節縦位回転

の縄文である。

復元最大径は約22.3cm、現存高は約26.9cmで

ある。胎土は多量の砂とシルトを含む。器壁は外

面暗灰褐色、内面暗灰褐色～黒褐色である。焼成

はやや不良である。

　４も無文口縁の深鉢で、口縁から胴部中段まで

残存する。地文はＲＬ単節縦位回転の縄文であり、

頸部との間に区画を設けない。

復元最大径は約28.6cm、現存高は約10.8cmで

ある。胎土は砂質である。器面は暗褐色である。

焼成はやや不良である。

　５は浅鉢で、底部を欠失する。胴部中段が「く」

の字に張り出して口縁内湾する。口縁下にキャリ

パー類深鉢に由来する文様帯を持つが、主文様と

下端の区画は完全に癒着して直線化し、１か所に

剣先モチーフを伴う小渦巻文を配する。

復元最大径は約38.4cm、現存高は約8.4cmであ

る。胎土は砂質である。器壁は外面が暗橙色、内

面は暗褐色である。焼成は良い。

６～47は破片資料である。６～10・13～21は加

曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢口縁部である。６

は１本隆帯でやや変則の十字文＋クランク文を描

き、交点に円形刺突を配する。７・13は口唇上に

小渦巻文の突起を配する。８・９は大柄の渦巻文

で、頸部には無文帯が存在する。

10・13～17は初現的な繋ぎ弧文である。16・17

は文様帯下端を水平に区画するが、14は区画がみ

られず、頸部無文帯も存在しない。19～21は弧状

モチーフの下端から数本の隆帯が垂下して、文様

帯下端の区画と連結する。

地文は、８・９・14～16はＲＬ単節の縄文、17

はＬＲ単節の縄文、６・19はＲの撚糸文である。

７は縦位の集合沈線を地文とする。

22～24は文様帯下端を区画する水平の隆帯で、

いずれも頸部無文帯を持つ。地文はすべてＲの撚

糸文である。

25・26は頸部ないし胴上半部の文様帯である。

25は半裁竹管状工具の鋸歯文が巡り、ＲＬ単節縦

位回転の縄文を施文する。26は浮線の小波状文で、
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曽利系の土器の可能性もある。

27～29は頸部無文帯と胴部との境界部分であ

る。27・28は２本隆帯の区画で、胴部には隆帯の

懸垂文が垂下する。地文はＲの撚糸文である。29

は１本隆帯の区画に沿って半裁竹管状工具の平行

沈線が巡る。

30～43はキャリパー類深鉢に伴うと思われる

胴部および底部である。32は平行沈線による横位

の区画である。33は半裁竹管状工具による幾何文

の一部とみられる。

30・31・34・37・39・40は隆帯による懸垂文が

垂下する。35～43は半裁竹管状工具の平行沈線に

よる懸垂文である。35は幅狭の工具でラフな懸垂

文を描くが、36・38・41～43以降は幅広の施文具

を用い、整然とした区画文や懸垂文を描く。

地文は、30～35はすべて撚糸文で、32がＬであ

る外は全てＲ縦位回転。36～43は縄文地文で、全

てＲＬ単節縦位回転である。

44は連弧文土器で、住居跡の時期より新しい。

口縁直下に刺突列を伴う平行沈線が巡って、胴部

には磨り消し連弧文を描く。地文はＲ縦位回転の

撚糸文である。

45～47は浅鉢である。45は無文の折り返し口縁

で、外面に段を形成する。46は「く」の字に張り

出す胴部中段で、隆帯による区画を持ち、胴上半

部に文様帯を持つ。復元個体の５に似るが、無文
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の外反口縁を伴う可能性もある。地文はＲＬ単節

縦位回転の縄文である。47は無文の胴下半部～底

部である。

48～52は土製円盤である。

石器（第304図）

　53～55は凹基の石鏃で、いずれも完形品である。

53は腹面に主要剥離面を残す。長さ1.7cm、幅

1.6cm、厚さ0.3cm、重さ0.54ｇである。石材は

チャートである。

54は長さ1.7cm、幅1.5cm、厚さ0.35cm、重さ

0.73ｇである。石材はチャートである。55は背

面に節理面を残し、長さ2.45cm、幅1.9cm、厚

さ0.7cm、重さ2.44ｇである。石材はチャートで

ある。

　56～60は打製石斧で、いずれも短冊形である。

自然面を残す例ではしばしば擦痕を伴っており、

磨石からの再加工と考えられる。

56は背面刃部寄りに擦痕を伴う自然面を残す。

長さ9.9cm、幅4.3cm、厚さ1.6cm、重さ89.01ｇ

である。石材は砂岩である。57は背面基部側と腹

面中央付近に自然面を残す。長さ9.6cm、幅

4.8cm、厚さ2.1cm、重さ96.69ｇである。石材は

チャートである。

　58・59は表裏に擦痕を伴う自然面を残す。58は

長さ11.7cm、幅4.3cm、厚さ2.3cm、重さ164.74

ｇである。石材は砂岩である。59は長さ11cm、

幅4.9cm、厚さ2.3cm、重さ144.72ｇである。石材

は砂岩である。

60は寸詰まりの石斧で、長軸に対し斜めの刃部

を持つ。本来の刃部が折損した後に再加工したも

のと考えられる。長さ8.7cm、幅5.4cm、厚さ

2.3cm、重さ84.76ｇである。石材は頁岩である。

61～63は磨石である。61は棒状の磨石で、長軸

一端が折損する。長さ11cm、幅3.4cm、厚さ

2.5cm、重さ151.57ｇである。石材は砂岩である。

　62も長軸一端が折損する。断面三角形で、三面

使用される。長さ10.6cm、幅5.1cm、厚さ3.4cm、

重さ227.91ｇである。石材は閃緑岩である。

　63は不整形な板状礫を両面使用する。長軸両端

に剥離がみられ、叩き石に転用されたものと考え

られる。長さ9.5cm、幅4.7cm、厚さ2.3cm、重さ

135.59ｇである。石材は砂岩である。

第43号住居跡（第305～311図）

Ｌ‐18グリッドに位置する。長径4.86ｍ、短径

4.28ｍである。長方形プランの南壁が張り出す隅

丸五角形の住居跡で、主軸方向はＮ‐28°‐Ｗを

指す。

壁は比較的緩やかに立ち上がり、南東壁がテラ

ス状に掘りこまれている。壁高は最も深い部分で

0.35ｍである。壁溝は壁の直下を一巡するが、北

東・南西のコーナー部分では若干距離を置いてい

る。

床面は平坦で、中央部分がやや下がっている。

主軸線上奥壁寄りに炉跡を検出した。地床炉で、

二つの掘り込みが住居跡主軸方向に連なっている。

断面観察の結果、中央寄りのものがより新しいこ

とが判明した。また、新段階の炉上面からは土器

の大破片数点が出土しており、土器片囲い炉であ

った可能性がある。

床面上から８本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～４・６～８が主柱穴と考えられ、４

本柱の上屋を構成していたものと考えられる。こ

れらの柱穴は土層の状態からさらに新旧に分けら

れ、Ｐ（２）・６～８が古段階、Ｐ１～４が新段

階に比定される。

覆土掘削中、主柱穴Ｐ３の上面13.2cmおよび
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Ｐ４の上面10.4cmの高さで柱痕を検出した（第

307図）。住居跡がある程度埋没した段階で柱材が

抜去された可能性がある。

南壁付近から二つの埋甕が検出された。この部

分は壁が緩やかな弧を描いて張り出しており、こ

の付近に出入り口が存在したと考えられる。

埋甕１は、ほぼ主軸線上に位置している。直径

40cm、深さ62cmのピットが穿たれ、ここに深鉢

の口縁から胴上半部にかけての部分が正位に埋設

されている。埋甕の口縁上端は住居跡床面とほぼ

同じ高さにあった。

埋甕２は埋甕１の西約50cmに位置していた。
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掘りかたが壁溝と重複しているが、新旧関係は不

明である。直径約40cm、深さ45cmのピットが穿

たれ、ここに深鉢の胴下半部から底部にかけての

部分が正位に埋設されていた。土器そのものは著

しく風化していたが、ピットの覆土や壁に焼土等

の被熱の痕跡はみられなかった。土器の上端は、

住居跡の床面とほぼ同じ高さにあった。

このほか、南西壁付近のＰ５からも第314図14

の土器の大破片が出土した。

覆土は上下２層からなり、土層図中１層が上層、

２層以下が下層に比定される。遺物は主に上層、

とりわけ上下層の境界付近から多く出土している。

所属時期は加曾利ＥⅠ式期と考えられる。

第43号住居跡出土遺物

土器（第312～315図）

　１～４は加曾利ＥⅠ式で、キャリパー類深鉢で

ある。

　１は口縁から頸部まで残存する。水平口縁上に

１単位の大型中空突起を持つ。口縁部文様帯は２

本隆帯の渦巻文を描くが、モチーフ末端は隆帯間

の沈線部分がわらび手状に巻いて小渦巻文化する。

地文はＲの撚糸文で、頸部には無文帯を持つ。

突起部分を除く復元最大径は約22cm、現存高

は約17.8cmである。胎土はシルト質で、器面は

灰黄褐色である。焼成はやや不良である。

　２は口縁から頸部まで残存する。水平口縁上に

山形の小突起を配する。突起の直下に２本隆帯が

垂下して、口縁部文様帯下端の区画に連結し、長

方形の区画文を構成する。地文はＲＬ単節の縄文

を横位回転で施文する。

頸部には無文帯を持つが、胴部の地文であるＲ

Ｌ縦位回転の縄文が一部に侵入しており、胴部と

の境が隆帯などで明瞭に区画されていないことを

示している。

復元最大径は約19.8cm、現存高は約8.5cmであ

る。胎土はややシルト質である。器壁は外面灰黄

褐色、内面暗灰褐色である。焼成はやや不良であ

る。 

　３は埋甕１である。水平口縁の深鉢で、口縁か

ら胴部中段まで残存する。

　末端に小渦巻の突起を持つ弧状文が展開するが、

大小一対の弧状文の組み合わせが単位文となって

おり、完全な繋ぎ弧文とはならない。また、一部

に２の個体にみられる縦位の隆帯区画が用いられ

ている。

頸部には無文帯が存在し、胴上半部に幅狭の無

文帯を持って、上下を平行沈線で区画した中に小

波状文が巡る。

胴部には平行沈線による曲線文が展開して一部

に剣先状のモチーフを用いており、短沈線の蛇行

懸垂文が垂下する。地文はＲＬ単節の縄文で、口

縁部には横位回転、胴部には縦位回転で施文して

いる。

復元最大径は約27.1cm、現存高は約17.9cmで

ある。胎土はシルト質で、器壁は外面灰褐色、内

面灰橙色である。焼成は良い。
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　４は口縁から頸部まで残存する。水平口縁で、

口縁部には初現的な繋ぎ弧文を描くが、隆帯末端

の小突起は剥落しており、貼付け前に施文した地

文縄文が露出している。

　頸部には無文帯が存在し、胴部との境は隆帯で

区画する。地文はＲＬ単節の縄文を右下がりに施

文して、条の方向を縦に揃えている。

復元最大径は約35.6cm、現存高は約16.5cmで

ある。胎土はシルト質で、若干の砂と小礫を含む。

器面は灰黄褐色で、焼成はやや不良である。

　５・６は無文口縁を持つ曽利系の深鉢である。

５は口縁から頸部まで残存する。内湾口縁で、口

唇断面は若干肥厚して内面に突出し、口端上が平

坦に整形される。胴部との境には沈線の区画が存

在する。

復元最大径は約25cm、現存高は約15.7cmであ

る。胎土はシルト質である。器面は暗灰黄褐色で

ある。焼成は良い。

　６は口縁から胴部中段まで残存する。無文の口

縁と胴部の文様帯との境は２条の隆帯で区画し、

胴部には２本隆帯の懸垂文と１本隆帯の蛇行懸垂

文が交互に垂下する。地文はＲ縦位回転の撚糸文

である。

復元最大径は約22.2cm、現存高は約8.9cmであ

る。胎土は多量の砂とシルトを含む。器壁は外面

暗橙色～灰褐色、内面黒褐色である。焼成は比較

的良い。

　７は埋甕２である。キャリパー類深鉢の胴部中

段から底部まで残存する。２本隆帯の懸垂文が垂

下し、隆帯間の沈線の末端がわらび手状に巻いて

小渦巻文を形成する。

２本隆帯の曲線文が展開するが、隆帯間が短い

隆帯で多段に連結される階梯状のモチーフを用い

ている。地文はＲ縦位回転の撚糸文である。
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復元最大径は約19.8cm、現存高は約19.4cmで

ある。胎土はシルト質で、器面は黒褐色～暗灰褐

色である。焼成は不良である。

　８は胴部中段から底部まで残存する。２本隆帯

の懸垂文と１本隆帯の蛇行懸垂文が垂下し、一部

の懸垂文から派生して曲線状のモチーフを描いて

いる。地文はＬ無節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約15.5cm、現存高は約9.7cmであ

る。胎土は砂質である。器壁は外面暗橙色、内面

黒色で、焼成は比較的良い。 

　９は胴上半部から底部まで残存する。頸部との

境は隆帯を区画し、２本隆帯の渦巻文を描いて、

やはり２本隆帯の懸垂文が垂下する。地文はＲＬ

単節縦位回転の縄文である。

復元最大径は約12.8cm、現存高は約15.5cmで

ある。胎土は若干の砂と小礫を含み、とりわけ石

英等の亜角礫が目立つ。器壁は外面灰橙色、内面

灰黄褐色～黒褐色である。焼成は良い。

　10は胴上半部から底部まで残存する。直線的に

開く深鉢で、櫛歯状工具による縦位の条線を地文

とし、底部の直上に若干の無文部を持つ。

復元最大径は約19cm、現存高は約27.5cmであ

る。胎土は砂質である。器壁は外面黄橙色～黒灰

褐色、内面黒灰褐色で、焼成は比較的良い。

　11は浅鉢で、口縁から胴部中段まで残存する。

ソロバン玉状に張り出す胴部で、頸部屈曲し、口

縁はやや外傾しつつ直線的に立ち上がる。口端は

肥厚して、上面を平坦に整形している。

胴上半部に文様帯を持ち、末端わらび手状の平

行沈線による逆Ｖ字モチーフを挟んで長方形の区

画文を描き、内部にわらび手沈線を描いて、余白

に刺突列を充填する。胴下半部と口縁部は無文で
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ある。

復元最大径は約24.3cm、現存高は約9.9cmであ

る。胎土はシルト質である。器面は灰黄褐色で、

焼成はやや不良である。 

　12は浅鉢で、無文の胴下半部から底部まで残存

する。復元最大径は約21.8cm、現存高は約5.4cm

である。胎土は砂質で、石英・チャート・片岩等

の亜角礫を含む。器壁は外面灰橙色、内面黒褐色

である。焼成は比較的良い。 

　13～43は破片資料である。

13～20はキャリパー類深鉢の口縁部である。13

は中空突起で、左右および前後に貫通孔を持つ。

14・15も中空突起で、口縁部の渦巻文の一部が立

体化することで形成されている。

16も中空突起の口縁部だが、突起そのものは剥

落している。２本隆帯の弧状文が連続し、下端の

区画文との接点を多条の短沈線で連結する。17は

横位の２本隆帯で、末端閉塞する。18～20は初現

的な繋ぎ弧文である。

21は口縁部文様帯を含む破片で、頸部には無文

帯が存在する。22～26は隆帯により懸垂文、その

他の文様を描く胴部である。23・24は曲線文が展

開し、23は階梯状のモチーフを用いている。25は

隆帯上に単沈線を加えた連鎖状の懸垂文である。

27～30は底部である。27・28は２本隆帯の懸垂

文が垂下し、28は隆帯末端が閉塞している。29は
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沈線の蛇行懸垂文である。30は縦位の集合沈線を

地文とする。

31～33は曽利系の深鉢口縁部である。31は緩や

かな内湾口縁で、口唇断面肥厚して外に張り出し、

口端上面に平坦面を持つ。口縁直下に凹線が巡り、

ＲＬ単節の縄文を右下がりで施文して条を縦方向

に揃えている。

32・33は内湾口縁で、32はＲ縦位回転の撚糸文

を地文とし、33は無文である。

34～43は浅鉢である。34は胴張りで頸部屈曲し

口縁外反する浅鉢で、口縁から頸部まで残存する。

口縁は無文で、頸部には交互刺突を伴う隆帯が巡

る。35も類似の器形と考えられる。

36・37・40は「く」の字に張る胴部中段で、胴

上半部に文様帯を持つ。36は半裁竹管状工具によ

る楕円形区画文で、内部に箆状工具の刺突文が巡

る。

38・39はキャリパー類深鉢に由来する文様帯を

胴上半部に配する。38は胴部中段が丸く張って、

ここに文様帯下端を区画する隆帯が巡る。

41・42は胴上半部が丸く張り、頸部屈曲して口

縁直立する。折り返し口縁で外面に段を持ち、口

端上を平坦に整形している。43は単調な内湾口縁

で、胴上半部に最大径を持つ。

　44～49は土製円盤である。

石器（第316図）

　50・51は石鏃である。

　50はごく浅い凹基である。長さ2.4cm、幅

1.4cm、厚さ0.5cm、重さ1.24ｇである。石材は

チャートである。51は凹基で、左脚を折損する。
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長さ1.9cm、幅1.5cm、厚さ0.45cm、重さ0.97ｇ

である。石材は黒曜石である。

52・53は打製石斧である。

　52は短冊形である。右側縁に節理面を残し、腹

面に打割面を残している。長さ10.1cm、幅4.5cm、

厚さ2cm、重さ123.89ｇである。石材はホルンフ

ェルスである。

　53は短冊形だが、全体が左に湾曲している。背

面に打割面を残し、調整剥離は腹面、とりわけ右

側縁に集中している。長さ7.9cm、幅4.3cm、厚

さ0.9 cm、重さ43.56ｇである。石材はホルンフ

ェルスである。

　54・55は磨石である。

　54は円形で、両面使用する。長さ6.7cm、幅

6.1cm、厚さ3.5cm、重さ177.37ｇである。石材は

安山岩である。

　55は棒状の磨石で、短軸方向に折損する。長さ

6.2cm、幅3.7cm、厚さ2.6cm、重さ81.78ｇである。

石材は緑泥片岩である。
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第44号住居跡（第317～319図）

Ｍ‐18・19グリッドに位置する。第45号住居跡

に壊されている。全体の約三分の一、北西壁部分

を発掘調査したが、覆土の大半が調査区域外に存

在する。

長径は計測不能、短径約４ｍ。柱穴配置等から

主軸方向はＮ‐30°‐Ｗ付近を指すものとみられ

る。壁は緩やかに立ち上がり、壁高は最も深い部

分で0.35ｍである。壁溝は検出されなかった。

床面は平坦である。炉跡は検出されず、調査区

域外に存在するものとみられる。

床面上からＰ１～３が検出され、さらに隣接す

る第45号住居跡の床面からＰ４が検出された。こ

れらのうち、Ｐ１・２・４が主柱穴と考えられる。

主軸線を中心に対象に配置され、４本柱を構成す

る奥壁寄りの２本に該当するものと考えた。

これらのうちＰ１・２は切り合い関係にあり、

Ｐ４も断面観察の結果新旧が存在することから、

少なくとも１回の建て替えが行われた可能性があ

る。また、Ｐ３も建て替えに伴う別時期の主柱穴

の可能性がある。

覆土は大きく上下２層からなり、土層図中14層

の暗褐色土が上層、15層以下の暗黄褐色土が下層

に該当する。遺物は上下層の境界付近を中心に少

量出土している。所属時期は勝坂Ⅱ～Ⅲ式期と考

えられる。

第45号住居跡（第317～319図）

Ｍ‐18・19グリッドに位置する。第44号住居跡

を壊している。全体の約三分の一、北西壁～北壁

部分を発掘調査したが、覆土の大半が調査区域外

に存在する。

長径は計測不能、短径約4.5ｍの楕円形ないし

隅丸方形の住居跡であると考えられ、柱穴配置等

から主軸方向はＮ‐25°‐Ｗ付近を指すものと考

えられる。壁は比較的緩やかに立ち上がり、壁高

は最も深い部分で0.42ｍである。壁溝は検出され

なかった。

床面は平坦で、中央がやや低くなっており、こ

の付近で炉跡を検出した。円形の地床炉と考えら

れ、南側二分の一近くが調査区域外に存在する。

焼土の堆積は比較的少量であった。

床面上から６本のピットが検出された。いずれ

も異なった時期の主柱穴であり、主軸線を挟んだ

奥壁寄りの一対を構成するものとみられる。これ

らのうちＰ３～５は切り合い関係にあり、Ｐ６も

これに近い位置にあることから、最大３回の建て

替えが想定し得る。これらのうちＰ４が最も新し

いものと考えた。

Ｐ１・２は主軸をはさんでこれらと対峙するも

のとみられる。覆土観察の結果、Ｐ１がＰ４に対

応することが判明した。

また、Ｐ１の掘り込みが住居跡の覆土下層を切

っており、住居跡がある程度埋没した段階で柱材

が抜去された可能性がある。

覆土は上下２層からなり、１層の暗褐色土が上

層、２層の暗黄褐色土以下が下層に相当する。遺

物は主に上層から出土している。所属時期は加曾

利ＥⅠ式期と考えられる。
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第44・45号住居跡出土遺物

　両住居跡の境界付近のものについては分離しき

れないため、一括して掲載する。個別の出土地点

については挿図を参照されたい。

土器（第320・321図）

　１～３はいずれも第45号住居跡から出土した。

　１は加曾利ＥⅠ式キャリパー類深鉢である。胴

下半部が張らず、胴部中段にも強いくびれを持た

ない、比較的寸胴の深鉢である。頸部から胴下半

部まで残存する。口縁部文様帯下端を区画する隆

帯がみられ、頸部には無文帯が存在する。胴部に

はＲ縦位回転の撚糸文を施文する。頸部との境に

は区画を設けない。

復元最大径は約21.5cm、現存高は約19.9cmで

ある。胎土は砂質である。器壁は外面暗黄橙色、

内面暗灰褐色である。焼成はやや不良である。

　２は広口壺形の土器で、底部を欠失する。緩や

かな２単位の波状口縁で、口縁直下に隆帯と凹線

が巡り、波頂部に瘤状の小突起を配する。胴部に

はＬ縦位回転の撚糸文を施文する。

復元最大径は約12.8cm、現存高は約12cmであ

る。胎土はややシルト質である。器壁は外面灰黄

褐色で黒斑がみられ、内面は黄橙色である。焼成

は良好である。

　３は底部を欠失する。５単位の小波状口縁で、

うち１か所には中央に貫通孔を持つ扇状突起を配

する。口縁部文様帯は平行沈線で波状に区画され、

この区画を挟んで密な集合沈線による渦巻文を対

置する。また、波状口縁の波頂部直下では、この

渦巻文は円錐形の突起となっており、渦巻文自体

も浮線＋沈線によって立体的に描いている。

頸部には無文帯を持つ。口縁部文様帯との境は
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稜を形成するが、それ以外に区画は設けていない。

胴部との境は平行沈線によって区画する。

胴部の文様帯は縦位の３本沈線で分割し、内部

には集合沈線による渦巻文を配する。

復元最大径は約24.1cm、現存高は約25.5cmで

ある。胎土は若干の砂と小礫を含み、黒雲母粒子

が混じる。器壁は外面暗褐色～黄橙色、内面暗茶

褐色である。焼成は良い。

４～34は破片資料である。

４～８は勝坂式である。５は口縁下に隆帯によ

る三角形の区画を持ち、これに沿って複列の角押

し文が巡る。

６・８は隆帯に沿ってキャタピラ文と弧状の刺

突文が巡る。７は上面に爪型文を伴う隆帯で器面

をパネル状に分割する。

９は半裁竹管状工具の集合沈線で褶曲文を描く

胴下半部で、馬高式に類似する。10・11は中峠系

の土器である。10は小波状口縁で、口縁下に刻み

を伴う隆帯が巡り、波頂部では中割れの突起とな

る。頸部には無文帯が存在する。11は水平口縁で、

上下交互の押圧を伴う隆帯が巡る。胴部にはＲ縦

位回転の撚糸文を施文する。

12～15はキャリパー類深鉢の口縁部である。12

は波状口縁波頂部に小突起を持ち、２本隆帯の渦

巻文を描く。16は文様帯の上下を区画する２本隆

帯である。18は斜行する２本隆帯で、主文様であ

る渦巻文の一部とみられる。19は間に凹線を伴う

３本隆帯で文様を描く。

20は文様帯下端の区画で、頸部には無文帯が存

在する。21～23は頸部と胴部の境の隆帯区画およ

び胴部の懸垂文である。24は胴部の文様帯で、２

本隆帯による曲線的な文様が展開する。
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25は地文のみの胴部で、ＲＬ単節の微細な縄文

を施文する。26～30は深鉢底部である。26・27は

Ｒ縦位回転の撚糸文を施文する。28の地文はＲＬ

単節縦位回転の縄文である。29は半裁竹管状工具

の平行沈線が垂下する。

30はＲ縦位回転の撚糸文を施文し、1本隆帯の

蛇行懸垂文が垂下する。31は無文の底部である。

32～34は浅鉢である。32は「く」の字に内屈す

る口縁で、口唇断面肥厚して内面に段を持つ。口

端上面は平坦に整形されている。33は「く」の字

に外屈する口縁で、内面に稜を持つ。34は浅鉢胴

上半部と考えられる。斜行する隆帯により器面を

分割し、内部に集合沈線文を施文する。

35～37は土製円盤である。

石器（第321図）

　38・39は石鏃である。

　38はＶ字に深く切れ込む凹基である。長さ

2.4cm、幅1.4cm、厚さ0.4cm、重さ1.04ｇである。

石材はチャートである。

　39は凹基で、左脚折損する。長さ1.6cm、幅

1.1cm、厚さ3cm、重さ0.36ｇである。石材はチ

ャートである。

　40は磨製石斧である。断面丸棒状で基部が先細

りにならず、打撃と研磨を繰り返した痕跡がある

こと等から、基部側を破損した後も形を整えて使

い続けたものと考えられる。長さ12.7cm、幅

4.7cm、厚さ3.8cm、重さ379.94ｇである。石材は

砂岩である。
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第51号住居跡（第322～325図）

Ｌ‐17グリッドに位置する。長径4.54ｍ、短径

4.34ｍの不整円形の住居跡で、主軸方向はＮ‐72°

‐Ｗを指す。壁は比較的緩やかに立ち上がり、壁

高は最も深い部分で0.38ｍである。壁溝は検出で

きなかった。

床面は平坦で、中央部分がやや下がっている。

主軸線上奥壁寄りに炉跡を検出した。埋甕炉で、

深鉢土器の口縁から頸部にかけての部分を正位に

埋設している。土器の周囲には不整楕円形の掘り

かたが存在した。長径80cm、短径72cm、深さ

35cmで、主軸方向はＮ‐49°‐Ｗを指す。

床面上から10本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～４が主柱穴で、４本柱の上屋を構成

するものと考えられる。

南壁中央付近にはＰ６・７・10が集中している。

この部分の壁は三角形に張り出しており、立ち上

がりも周囲より緩やかであることから、この部分
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に出入り口を持つ「平入り」の住居であった可能

性がある。主軸線上南東側にＰ５・８が並んでお

り、棟持ち柱と考えられる。

覆土掘削の過程で、Ｐ６の上面13.3cmおよび

Ｐ２の上面15.4cmの高さで柱痕を検出した。住

居跡がある程度埋没した段階で柱材が抜去された

可能性がある。

覆土は大きく上下２層からなる。土層図中の暗

褐色土である２層と、その中に投棄されたローム

質土である１層が上層であり、３層の暗黄褐色土

から下が下層に比定される。遺物は主に上層から

出土している。

所属時期は加曾利ＥⅠ式期と考えられる。

第51号住居跡出土遺物

土器（第326・328図）

　１は炉体土器である。口縁から胴部中段まで残

存する。水平口縁で、４単位の中空突起を配する。

口縁部文様帯は２本隆帯によるＳ字文を４単位配

し、その末端部分が立体化して中空突起を形成し

ている。頸部には無文帯を持ち、胴部との境は２

本隆帯で区画して、胴部には隆帯による懸垂文が

垂下する。地文はＲ縦位回転の撚糸文である。

復元最大径は約46.6cm、現存高は約24.6cmで

ある。胎土は砂質である。器面は灰黄褐色で、焼
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成は良い。

　２は小型の深鉢胴部である。胴部中段にはＲ縦

位回転の撚糸文を施文して１本隆帯の懸垂文が垂

下し、胴下半部が「く」の字に張り出して、この

位置に１条の隆帯が巡って文様帯下端を閉塞する。

区画から下は無文となる。

復元最大径は約15cm、現存高は約14.5cmであ

る。胎土はややシルト質である。器壁は外面灰橙

色、内面灰褐色である。焼成は良い。

３～32は破片資料である。３～７は勝坂Ⅲ式で、

刻み隆帯による区画内に集合沈線文を描く。

３は胴部中段から下半にかけての破片である。

胴部文様帯は刻み隆帯の長方形区画文を描き、内

部に平行沈線が巡って、縦位の集合沈線文を充填

する。胴下半部にはＲＬ縦位回転（０段多条）の

縄文を施文する。
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４・５・７は円文の周囲に刻みを持つ車輪状モ

チーフである。４は円文から斜行する隆帯が派生

して三角形の区画を構成する。区画内部には平行

沈線文が巡り、中央の余白に三叉文を描く。円文

の内部にも平行沈線が巡り、中央余白には縦位の

集合沈線を充填する。

８～15は加曾利ＥⅠ式のキャリパー類深鉢で、

口縁部文様帯である。８～12は２本隆帯の渦巻文

を描く。８・９は波状口縁で波頂部に突起を持つ。

９は渦巻文の末端が立体化した中空突起である。

10・11は水平口縁で、渦巻文の末端が口唇上に乗

り上げている。

13・14・15は２本隆帯の弧状文が連続する繋ぎ

弧文である。14は弧状文の接点に小渦巻の突起を

配する。13は弧状文の下底部から文様帯下端の区

画に２本の隆帯が伸びて連結する。

12・13は頸部に無文帯を持ち、文様帯との境を

１条の隆帯で区画する。地文は、８・14・15がＲ

の撚糸文、９がＬの撚糸文で、いずれも縦位回転

で施文される。11～13はＲＬ単節の縄文で、12の

み横位回転、他は縦位回転で施文される。

17～20は胴部の破片で、頸部との境を区画する

隆帯が残る。胴部には隆帯による懸垂文や蛇行懸

垂文が垂下する。地文は17・18がＲの撚糸文、

19・20はＲＬ単節の縄文である。

21・22は懸垂文の胴部である。21は1本隆帯の

懸垂文で、地文はＲＬ単節縦位回転の縄文で、０

段多条の可能性がある。22は２本隆帯の懸垂文と

１本隆帯の蛇行懸垂文を描く。地文はＲ縦位回転

の撚糸文である。

23～25は懸垂文の胴部である。23・24は1本隆

帯の懸垂文で、いずれも地文はＲ縦位回転の撚糸

文である。25は３本隆帯の懸垂文で、地文はＲＬ

単節の縄文である。

26は半裁竹管状工具による平行沈線文を描く

土器である。３本１単位の懸垂文を等間隔に配し、

間隙に矢羽根状の集合沈線を描く。

27～32は浅鉢である。27は胴部中段が「く」の

字に張り、頸部屈曲して口縁部が軽微に外反する。

折り返し口縁で外面に段を持ち、口端上を平坦に

整形する。

胴上半部に文様帯を持ち、縦位の平行沈線文を

挟んで長方形の区画文を描き、内部は横位の沈線

文に沿って刺突列が巡る。また、頸部にも1条の

沈線と刺突列が巡る。

28・29は無文の口縁部である。やはり胴張の器

形から頸部の屈曲を経て直立するものとみられる。

28は口端が内屈し、29は軽微に外反する。口端上

面はいずれも平坦に整形している。

30は「く」の字に屈曲する頸部である。口縁・

胴部とも無文で、屈曲部分のみ３本の沈線が巡る。

口縁は強く外反する。31・32は無文の胴下半部で

ある。

33は滑車形の耳飾り、34～36は土製円盤である。

石器（第328図）

　37・38は石鏃である。

　37は凹基で、体部が短いブーメラン形である。

長さ1.6cm、幅1.5cm、厚さ0.3cm、重さ0.52ｇで

ある。石材はチャートである。

　38は基部がいびつに突出する。背面基部側に主

要剥離面を残しており、未成品か破損品の可能性

がある。長さ1.8cm、幅1.3cm、厚さ0.4cm、重さ

0.74ｇである。石材は黒曜石である。 
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第78号住居跡（第329～331図）

Ｋ・Ｌ‐15・16グリッドに位置する。第４号住

居跡・第319号土壙に壊されている。また、プラ

ン中央を横断する地下埋設物（水道管）により床

面を破壊されている。

直径約４ｍの円形の住居跡で、柱穴配置から主

軸方向はＮ‐23°‐Ｗを指すものとみられる。床

面は平坦で、中央がやや下がっている。壁は緩や

かに立ち上がり、壁高は最も深い部分で0.07ｍで

ある。壁溝は検出されなかった。
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主軸線上奥壁寄りに炉跡を検出した。長方形の

石囲い炉であったとみられ、西縁から南縁にかけ

て炉石が残存していた。主軸は住居跡と共通で、

長径70cm、短径は計測不能、深さは12cmである。

周囲から不整楕円形の掘りかたを検出した。

床面上から16本のピットが検出された。これら

のうちＰ１～５・８～13・16等が主柱穴と考えら

れ、プラン奥壁に寄った４本柱穴を構成し、ある

いはＰ５・９がこれに前置され６本柱穴となる可

能性もある。

４か所に集中した柱穴はいずれも２～４本が切

り合っており、数度の建て替えが行われたものと

考えられる。

主軸線上南東側の壁近くにＰ６・７・14が集中

しており、これらが出入り口施設の痕跡と考えら

れる。

覆土はほぼ単層で、遺物は床面中央付近から出

土している。所属時期は勝坂式期と考えられる。

第78号住居跡出土遺物

土器（第332図）

　すべて破片資料である。

　１は角押し文と小波状沈線が並行する胴部で、

勝坂Ⅰ式である。２以下は勝坂Ⅱ～Ⅲ式である。

２は刻み隆帯の区画に沿って爪型文と弧状の刺突

文が巡る。３は胴上半部に文様帯を持ち、刻み隆

帯の区画内部に角押し文列を充填する。胴部中段

に無文帯を持つ。

４は２本隆帯の懸垂文で、上面に半裁竹管状工

具のなぞりを伴う。５は縦位の集合沈線文で、地

文的なものか、区画文内部に充填されたものと考

えられる。

６～８は地文のみの胴部破片である。６はＲＬ
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単節縦位回転の縄文である。７・８はＲ縦位回転

の撚糸文である。

石器（第332図）

　10はＰ7から出土した石鏃である。紡錘形のプ

ロポーションに、Ｖ字に切れ込む凹基を持つ。背

面に主要剥離面を残している。長さ2.3cm、幅

1.4cm、厚さ0.4cm、重さ1.28ｇである。石材は

チャートである。

　11は石匙である。横長の剥片を使用し、表面に

主要剥離面、つまみ部裏面に自然面を残す。長軸

一端に両側縁からの剥離によってつまみを作り出

す。刃部の調整剥離は比較的簡素である。長さ

5.4cm、幅2.7cm、厚さ0.9cm、重さ11.54ｇである。

石材は頁岩である。

　12は短冊形の打製石斧である。長軸両端が先細

りとなる長楕円形のプロポーションで、刃部は断

面比較的鋭角である。

磨石からの再加工品とみられ、背面に使用面を

残す。また、剥離面の上にも擦痕が観察される一

方、磨石としての使用面にも半ば磨り消された剥

離面がみられる等、その転用・再使用のありかた

は一様ではない。

長さ12.9cm、幅4.3cm、厚さ2.3cm、重さ161.13

ｇである。石材は安山岩である。

　13は石皿である。左側縁から上縁にかけて自然

面と節理面を残す。左下の側縁を数回の打撃によ

って整形して、紡錘形のプロポーションを作り出

している。

表面に樋状の使用面を持ち、また、表裏に凹石

としての使用に伴う複数の凹孔を残す。長さ

33.1cm、幅15cm、厚さ2.7cm、重さ1720.1ｇである。

石材は緑泥片岩である。

第80号住居跡（第333～337図）

Ｎ‐16・17グリッドに位置する。覆土中央を地

下埋設物（水道管）により破壊されている。また、

南東壁部分全体の三分の一近くが調査区域外に存

在する。

　覆土掘削中に炉跡とピットを検出、上下二面の

床面の存在が判明した。このため、上位のものを

第80号（新）、下位のものを第80号（古）住居跡

と命名した。

第80号（新）住居跡

長径5.37ｍ、短径は計測不能だが、円形ないし

楕円形の住居跡と考えられる。主軸方向は不明で

ある。壁はやや緩やかに立ち上がり、壁溝は検出

できなかった。壁高は最も深い部分で0.17ｍであ

る。

床面は大半が第80号（古）住居跡の覆土中につ

くられている。顕著な硬化面は存在しないが、平

坦で、中央がやや下がっている。

西壁から約60cm内側で炉跡を検出した。大型

の地床炉で長径は約130cm、短径は115cm、深さ

20cmで、主軸はほぼ東西を指す。覆土の東端に

炉体土器を検出した。完形の浅鉢土器が正位に埋

設されており、口縁の上端は床面とほぼ同じ高さ

である。

床面上から４本のピットを検出した。これらの

うちＰ１～３が主柱穴と考えられる。柱穴配置は

不明である。

出入り口施設と思われるものは検出されず、調

査区域外に存在する可能性がある。

覆土は壁際の三角堆積土を別にすればほぼ単層

で、遺物は床面中央付近に集中している。所属時

期は勝坂式末～加曾利ＥⅠ式期と考えられる。
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第80号（古）住居跡

長径は計測不能、短径約５ｍの楕円形の住居跡

と考えられる。長軸はＮ‐25°‐Ｗ付近に存在す

るが、柱穴配置等から本住居跡の主軸方向はＮ‐

51°‐Ｗを指すものと考えられる。壁は北壁では

垂直に立ち上がるが、西壁付近では緩やかに立ち

上がっている。壁高は最も深い部分で0.47ｍであ

る。壁溝は検出できなかった。

床面は平坦で、中央がやや低くなっている。主

軸線上やや奥壁寄りで炉跡を検出した。西壁を埋

設管により破壊されているが、長径約110cm、短

径約70cmの不整楕円形の地床炉である。壁は比

較的急に立ち上がるが、住居跡中央に面した南東

壁が三角形に張り出しており、この部分のみ立ち

上がりが緩やかになっている。深さは26cmである。

床面上から７本のピットが検出された。これら

のうちＰ７～９が主柱穴と考えられ、調査区域外

に想定される１本を加えて、４本柱の上屋を構成

していたものと考えられる。

出入り口施設とみられるものは検出されなかっ

たが、調査区域外に存在する可能性がある。

覆土は上下２層からなり、土層図中12層の黒褐

色土が上層、14層の暗茶褐色土以下が下層に比定

され、13層は両者の漸移層である。遺物は主に上

層から出土している。所属時期は勝坂式末～加曾

利ＥⅠ式期と考えられる。
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第80号住居跡出土遺物

土器（第338～344図）

炉体土器と復元個体14を除き、図化し得たもの

は大半が第80号（古）からの出土であった。個別

の遺物の帰属と出土状況については出土状況図を

参照されたい。

以下、80新＝（第80号（新）住居跡）・80古＝（第

80号（古）住居跡）と略称する。

１～11は勝坂系の土器である。

１はキャリパー形の深鉢で、口縁部から胴部中

段まで残存する。水平口縁上に大型の突起を持つ

が、剥落している。口唇部は内屈して外面に隆帯

が巡る。

口縁部に文様帯を持ち、刻みを伴う隆帯による

曲線文が内部を分割して、上下に集合沈線文や三

叉文を配置する。頸部に交互刻みの隆帯が巡って

文様帯下端を区画し、胴部にはＲＬ単節横位回転

の縄文を施文する。この縄文は０段多条の原体を

使用している。

復元最大径は約26.5cm、現存高は約14.5cmで

ある。胎土は多量の砂・小礫・シルトを含む。器

壁は外面暗灰橙色、内面暗灰黄褐色である。焼成

はやや不良である。

　２もキャリパー形の深鉢で、口縁部から胴部中

段まで残存する。口縁は断面三角形の折り返し口

縁で、外面に段を持つ。２単位の波状口縁であり、

それぞれが山形の突起を持って、刻み隆帯が垂下

する。

胴上半部に文様帯を持ち、交互刻みの隆帯が斜

行して三角形・台形の区画を作り出している。区

画内部には環状の隆帯に刻みを施す車輪状モチー

フを配する。文様帯下端は矢羽根状の刻みを持つ

隆帯で水平に区画している。胴部中段以下は無文

となる。
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復元最大径は約28.8cm、現存高は約21.5cmで

ある。胎土はシルト質である。器面は灰褐色～暗

灰褐色で、焼成は比較的良い。 

　３は円筒形深鉢である。口縁から胴下半部にか

けて残存する。

水平口縁で、１か所に突起を持つとみられる。

折り返し口縁で外面に段を持つ。口唇断面は著し

く肥厚して内屈し、口端上面に広い平坦面を作り

出す。

　胴上半部から中段にかけて文様帯を持つ。内部

は隆帯によって縦横に区画し、２か所に車輪状の

モチーフを配する。区画内部には渦文・三叉文・

集合沈線文等を描く。

　文様帯下端は扁平な隆帯で区画する。胴下半部

にはＲＬ単節（０段多条）の縄文を右下がりに施

文して、条の方向を縦に揃えている。この縄文は

前述の隆帯区画上にも乗り上げている。

復元最大径は約18.6cm、現存高は約20.2cmで

ある。胎土は多量の砂とシルトを含む。器面は暗

灰褐色で、焼成は不良である。

　４も円筒形深鉢である。口縁から胴下半部にか

けて残存する。水平口縁で、２単位の小突起を持

ち、矢羽根状の沈線を伴う隆帯が垂下する。

　折り返し口縁で外面に段を持ち、また内面にも

幅広の隆帯を貼り付けて段を形成する。口端上面

は平坦に整形している。

　胴上半部から中段にかけて文様帯を持ち、車輪

状のモチーフや、形骸化した櫛歯文とみられる半

円形のモチーフを配する。

文様帯下端は扁平な隆帯で区画する。胴下半部

にはＲＬ単節（０段多条）の縄文を右下がりに施

文して、条の方向を縦に揃えている。この縄文は

隆帯区画上にも乗り上げている。

復元最大径は約19.9cm、現存高は約20.8cmで

ある。胎土は多量の砂とシルトを含む。器壁は外

面暗褐色、内面暗灰黄褐色である。焼成はやや不

良である。

　５は円筒形深鉢で、胴上半部から底部まで残存

する。胴上半部から中段にかけて文様帯を持ち、

車輪状モチーフや半円形モチーフを配する点は４

の個体に共通している。

文様帯内部は刻み隆帯によってさらに小区画へ

と分割し、内部には三叉文等の沈線文様や角押し

文列を充填する。文様帯下端は扁平な隆帯で区画

し、胴下半部にはＲＬ単節の縄文を右下がりに施

文する。

復元最大径は約16.3cm、現存高は約29.2cmで

ある。胎土は多量の砂・小礫・シルトを含む。器

面は暗灰褐色である。焼成はやや不良である。

　６は小型の円筒形深鉢で、口縁から胴下半部ま

で残存する。水平口縁で、口唇断面肥厚して内面

に突出し、口端上面は平坦に整形している。

口縁下に無文帯を持ち、刺突を伴う平行沈線を

挟んで胴上半部に文様帯を持つ。内部は刻み隆帯

で曲線的に分割し、三叉文や集合沈線文、爪型文

を描く。文様帯下端は平行沈線で区画する。

復元最大径は約13.2cm、現存高は約11.7cmで

ある。胎土はやや砂質で、黒雲母粒子を含む。器

壁は外面暗黄橙色、内面暗灰黄褐色である。焼成

は良い。

　７は円筒形深鉢で、胴上半部の文様帯部分であ

る。交互刻みを持つ隆帯で器面を鋸歯状に分割し、

三叉文や交互刻み等の沈線文を描く。鋸歯文の頂

部には円錐状の突起を付し、小渦巻文を描く。

復元最大径は約21.8cm、現存高は約10.7cmで

ある。胎土はやや砂質で、黒雲母粒子を含む。器

壁は外面暗灰褐色、内面灰黄褐色で、黒斑がみら

れる。焼成は良い。

　８は円筒形深鉢の胴部中段から底部である。上

面に沈線を伴う背割れ隆帯が曲線文を描いて器面

を分割し、内部に沈線文を描く。

文様帯下端は曲線文から連続した横位の背割れ

隆帯で閉塞する。胴下半部にはＲＬ単節縦位回転

の縄文を施文する。
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復元最大径は約13.3cm、現存高は約15.5cmで

ある。胎土はややシルト質、少量の砂を含む。器

壁は外面暗黄褐色、内面暗灰褐色～黒褐色である。

焼成は良い。

　９は円筒形深鉢の胴下半部である。胴部文様帯

の下端を背割れ隆帯で区画し、ＲＬ単節縦位回転

の縄文を施文する。

復元最大径は約15.2cm、現存高は約9.8cmであ

る。胎土は多量の砂とシルト、チャート等の小礫

を含む。器壁は外面黄橙色、内面灰褐色で、黒斑

がみられる。焼成は比較的良い。

　10はほぼ完形の円筒形深鉢である。

　口縁下に無文帯を持ち、口端は断面肥厚して内

側に三角形に張り出し、口端上面に平坦面を作り

出している。

水平口縁上に形態の異なる一対の突起を持つが、

片方を欠失している。残存する突起は半円形の小

突起である。この突起から胴部中段まで、交互刻

みの隆帯による縦楕円形の区画文を描き、両側に

一対の貼り瘤を配する。

胴部中段に文様帯を持つ。文様帯の上端は不連

続な沈線、下端は各種の隆帯で区画され、内部を

刻み隆帯で分割してパネル文を形成する。パネル

の内部には沈線が巡り、集合沈線文や交互沈線文、

三叉文等を描く。

胴下半部にはＲＬ単節縦位回転の縄文を施文し、

底部の直上は無文化する。

復元最大径は約17.5cm、現存高は約29.7cmで

ある。胎土は砂質で、チャート等の角礫を含む。

器面は暗橙色である。焼成は良い。 

　11も円筒形深鉢で、口縁から底部まで残存する。

他の個体に比べ細身で、胴部中段から口縁にかけ

て軽微に外反しつつ立ち上がる。

水平口縁上に突起を持つが剥落している。無文

の折り返し口縁で外面に段を持つほか、口端部内

面に隆帯を巡らせて段を形成し、口端上に平坦面

を作り出す。胴上半部から中段にかけて文様帯を

持ち、隆帯による曲線文によって器面を分割した

中に円文・三叉文・平行沈線文等を描く。

文様帯下端は扁平な隆帯で区画する。胴下半部

にはＲＬ単節縦位回転の縄文を施文するが、この

縄文は上述の隆帯区画の上にも乗り上げている。

復元最大径は約19cm、現存高は約30.8cmであ

る。胎土はシルト質で、黒雲母粒子を含む。器壁

は外面暗灰褐色～灰黄褐色、内面暗灰褐色である。

焼成は良い。

12～15は中峠系の土器である。

　12はキャリパー形の深鉢で、口縁部から胴下半

部まで残存する。水平口縁上に渦巻文＋刺突文を

伴う円錐状突起を配する。この突起を起点として

左右に２本隆帯の弧線文を描き、口縁下に楕円形

の区画を形成する。胴部中段のくびれ部分には交

互刺突を伴う隆帯が巡る。地文は口縁部の区画内

から胴下半部にかけて施文する。ＲＬ単節の縄文

であり、右下がりに施文することで条の方向を縦

に揃えている。

復元最大径は約27.3cm、現存高は約29.5cmで

ある。胎土は多量の砂と小礫を含む。器面は暗茶

褐色である。焼成は比較的良い。 

　13はキャリパー形の深鉢で、口縁から胴下半部

まで残存する。水平口縁上に一対の突起を持ち、

口縁下に文様帯を持つ。

　突起は中空の眼鏡状突起で、左右および内面に

貫通孔を持ち、これを中心に同心円文を描く。突

起を挟んで左右に隆帯による楕円形区画文を描き、

内部には密な集合沈線により渦巻文等を描く。頸

部以下にはＬ縦位回転の撚糸文を施文する。

復元最大径（突起部分を除く）は約20.7cm、現

存高は約25.4cmである。胎土は少量の砂を含む。

器面は暗褐色で、焼成は良い。

　14もキャリパー形の深鉢で、口縁直下から胴下

半部まで残存する。下端を刻み隆帯で水平に区画

した口縁部文様帯を持つ。内部は縦位の２本隆帯

により５単位に分割して長方形区画を形成し、渦
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巻文や集合沈線文を描く。頸部以下にはＲＬ単節

縦位回転の縄文を施文する。

　復元最大径は約17.9cm、現存高は約20.1cmで

ある。胎土は砂質で、黒雲母粒子を含む。器面は

暗褐色である。焼成はやや不良である。

　15はほぼ完形の深鉢である。胴部中段が張って

頸部にくびれを持ち、口縁直下で急速に外反する。

水平口縁直下に幅狭の文様帯を持ち、４単位の

小突起を起点として逆Ｌ字状の凹線が巡る。頸部

以下にはＲ縦位回転の撚糸文を施文する。

復元最大径は約25.7cm、現存高は約29.7cmで

ある。胎土はシルト質で、白色粒子を含む。器面

は暗褐色で、黒斑がみられる。焼成は良い。

　16・17は口縁下に幅広の無文帯を持つ深鉢であ

る。16は口端上に押圧を伴う小波状口縁である。

胴上半部がやや張り、頸部屈曲して口縁が軽微に

外反する。頸部に段を持ち、以下にＲＬ単節縦位

回転の縄文を施文する。

復元最大径は約13.9cm、現存高は約17.5cmで

ある。胎土はシルト質である。器壁は外面灰橙色、

内面暗灰褐色で、焼成は良い。

　17は水平口縁で、ほぼ完形品である。胴部中段

が軽微に張るほかはほぼ直線的に開く。無文帯の

下端に凹線が巡って段をなし、ここから胴下半部

にかけてＬＲ単節縦位回転の縄文を施文する。胴

部中段には施文時についたとみられる指頭の「擦

れ」が観察される。底部の直上は無文化する。

復元最大径は約18.6cm、現存高は約27cmであ

る。胎土はシルト質である。器面は灰黄褐色で、

焼成はやや不良である。内面の器壁は風化がはな

はだしく、広範囲に剥落が生じている。

　18・19は共通の器形で、いずれも胴下半部から

中段にかけての部分である。胴下半部が「く」の

字に張り出して稜をなし、ここから上にはＲ縦位

回転の撚糸文を施文し、底部側は無文となる。

18は復元最大径約22.8cm、現存高は約9.2cmで

ある。胎土は砂質で、多量の黒雲母粒子を含む。

器壁は外面暗褐色、内面暗茶褐色である。焼成は

比較的良い。

19は復元最大径約19.8cm、現存高は約13.2cm

である。胎土はシルト質である。器壁は外面暗橙

色、内面暗灰褐色で、焼成は良い。

　20は小型の深鉢で、胴下半部から底部まで残存

する。ＲＬ単節の縄文を施文するが、回転方向を

変えたことによる羽状縄文である。

復元最大径は約10.4cm、現存高は約7.7cmであ

る。胎土は砂質である。器壁は外面暗橙色、内面

黒褐色で、焼成はやや不良である。

　21は80古の炉体土器である。比較的大型の浅鉢

で、底面のみ欠失する。胴上半部に最大径を持っ

て丸く張り出し、頸部屈曲して口縁は直立する。

折り返し口縁で外面に段を持ち、口端上は平坦に

整形する。段の直下に凹線が巡るほかは無文であ

る。

復元最大径は約41.2cm、現存高は約19.5cmで

ある。胎土は雲母粒子を含む砂と、チャート等の

亜角礫を含む。器壁は外面暗黄褐色～黒褐色、内

面暗褐色～黒褐色である。焼成は良い。

　22はミニチュア土器である。水平口縁で、寸詰

まりの円筒形である。胴上半部には上端を単沈線、

下端を平行沈線で区画した文様帯を持ち、内部に

は縦位の集合沈線文を描く。

復元最大径は約5cm、現存高は約4.8cmである。

胎土はややシルト質である。器壁は外面灰橙色～

灰褐色、内面暗灰褐色である。焼成は良い。

23～104は破片資料である。内23～42は勝坂系

の土器で、ほとんどが勝坂Ⅲ式である。

23～26は突起である。23は中央に貫通孔を持つ

橋梁状の突起である、上面にはさらに側面観楕円

形の板状突起が付されており、横位の貫通孔を穿

つ。貫通孔の周囲には刻みを施す。

24は大波状口縁の波頂部に付された突起で、や

はり側面観楕円形の板状であり、横位の貫通孔を

穿って、周囲に沈線文を描く。
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25は斜め方向の貫通孔を持つ中空突起で、水平

口縁上に付されたものと考えられる。外面中央に

刻み隆帯が垂下して、左に貫通孔、右に扁平な隆

帯の渦巻文を配する。上面にはスプーン状の凹孔

をもつ突起を重ね、背面には三叉文を描く。

26も水平口縁上の中空突起である。外面に１

か所、内面に２か所の貫通孔を持ち、刻み隆帯の

鋸歯文や渦巻文を描く。内面は貫通孔の眼鏡状表

現の上に一対の瘤状突起を配しており、一種の顔

面表現とみられる。

27～30は円筒形深鉢口縁部である。いずれも水

平口縁で、口縁下に無文帯を持つ。27は口唇断面

肥厚して口端外面が三角形に突出し、内面にも段

を持って、口端上面を平坦に整形している。口端

上に円錐状の小突起を持って渦巻文を描き、ここ

から口縁下の無文部にかけて縦位の刻み隆帯が垂

下する。

28は復元個体10に類似の半円形突起である。外

面に隆帯による縦位の楕円形区画文を配する。

29は軽微に内湾しつつ立ち上がる口縁で、口縁

直下に平行沈線が巡る。30も軽微に内湾する口縁

で、無文帯と胴部の文様帯の境を平行沈線で区画

し、刻み隆帯の文様を描く。

32は波状口縁で、キャリパー形の深鉢と考えら

れる。折り返し口縁で表裏に段をなす。口縁下に

は無文帯を持ち、刻みを持つ隆帯が垂下して胴部

に区画文を描く。

33～42は胴部破片である。36・39はキャタピラ

文＋小波状文の勝坂Ⅱ式で、42は周囲に角押しが

巡る棒状貼付文（草履虫文）を付す。他は勝坂Ⅲ

式で、刻み隆帯の曲線文で器面を分割し、沈線文

や爪型文を描く。

33・38は中央に突起を持つ渦巻文、34は復元個

体２～５に共通の車輪状モチーフである。39は矢

羽根隆帯による長方形区画文で、内部に縦長の同

心円文を描く。40は文様帯下端の区画で、矢羽根

刻みの隆帯が用いられる。区画から下は無文帯と

なる。

43～56は中峠系の土器である。43～53は口縁直

下に圧縮された文様帯が巡る一群である。43は中
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央に貫通孔を持つ半円形の突起である。胴部の地

文はＲＬ単節縦位回転の縄文である。

44は口縁直下に平行沈線と１条の隆帯が巡る。

波状口縁の波頂部で隆帯が交差して、一部が口端

上に巻き上がって半円形の突起を形成する。突起

周囲には刻みを施し、中央に凹孔を配する。胴部

の地文はＲＬ単節縦位回転の縄文である。

45・46は中央に凹孔を持つ円盤状の突起で、い

ずれも波状口縁の波頂部に付される。45は口縁直

下に刻み隆帯が巡って、一部に交互刺突文を配す

る。突起から下に平行沈線が垂下して、３個１単

位の交互刻みを配する。胴部には沈線による曲線

文を描く。地文は45・46ともＲ縦位回転の撚糸文

である。

47～52はいずれも外反する水平口縁である。口

縁下に凹線と１条の隆帯が巡る。47・49は隆帯に

交互刺突を伴い、50は刻み隆帯である。51は幅広

の凹線になでつけられた扁平な隆帯が巡る。48・

52は頸部に平行沈線が巡る。48は口縁部文様帯と

の間に小波状の沈線文が巡っている。

53は頸部がくびれ、口縁直下で内屈することで

形成した段上に文様帯を配する。口唇上に刻みを

施し、３本の平行沈線が巡って、交互刺突を施す。

頸部は無文である。

54は上に開口する扁平な筒状の突起である。前

面に沈線の区画を描いて、内部を縦位の平行沈線

で二分し、それぞれに同心円文を描く。胴部には

ＲＬ単節横位回転の縄文を施文する。

55は水平口縁下の側面に凹孔を持つ縦位の円

盤状突起を配し、これを起点に刻み隆帯が巡って

口縁下に区画文を形成する。頸部との境には段を

持ち、Ｒ縦位回転の撚糸文を施文する。

56は胴上半部が「く」の字に張り出す三原田式

類似の器形で、背割れの隆帯を区切った楕円文が

巡り、上方にはＲＬ単節横位回転の縄文を施文し、

下方は無文帯となる。

57・58は内屈する水平口縁で、曽利系の土器で

ある。57は縦位の集合沈線、58はＲ縦位回転の撚

糸文を施文する。

59～61は側面になぞりを加えた縦位の隆帯が

器面を覆う蛇腹状のモチーフである。いずれも内

屈する口縁部で、59・60は縦横の隆帯が交差する。

62～65は加曾利ＥⅠ系の土器で、２本隆帯によ

る渦巻文やクランク文を描く。62は口縁直下に小

波状の浮線文が巡る。地文は63がＬＲ単節横位回

転の縄文、他はＬ縦位回転の撚糸文である。

68～70は「く」の字にくびれる頸部で、いずれ

も隆帯による区画が存在する。68はＲＬ単節縦位

回転の縄文、70はＲ縦位回転の撚糸文を施文する。

71～80は胴部に沈線文を描く一群である。71は

上下対向する弧線文、72～75は平行沈線により多

段の長方形区画文を描く。76は平行沈線の横楕円

文から縦位の懸垂文が派生するが、沈線間の地文

を磨り消している。72・73・80は半裁竹管状工具

の平行沈線文である。

地文は71・72・78がＲＬ単節の縄文で78のみ横

位回転、75はＬＲ単節縦位回転で０段多条、他は

全てＲ縦位回転の撚糸文である。

81は櫛歯状工具の条線を地文とする。82～86は

撚糸文地文の胴部および底部である。地文は83～

85はＲ、86はＬの撚糸文である。82は無節の撚糸

文である。

87～91は縄文地文の胴部と底部である。地文は

すべてＲＬ単節の縄文で、87は横位回転、90・91

は縦位回転である。88・89は復元個体20に共通の、

回転方向の違いによる羽状縄文である。

92～104は浅鉢で、器形や文様の有無等、いく

つかのバリエーションが存在する。92は内屈する

口縁で表裏に段を持ち、扁平な隆帯による区画文

を描く。93は胴張りで頸部屈曲し、折り返し口縁

で外面に段を持つ。口端上面は平坦である。胴上

半部に扁平な隆帯による曲線文を描く。

94～99は概ね93に類似する器形で、無文のもの

である。頸部の屈曲の度合いや胴張の形状（丸み
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を持つもの、ソロバン玉状のもの）等に違いがあ

るが、折り返し口縁で外面に段や凹線を持つ点は

共通している。96・97は外面に赤色・黒色の顔料

が付着している。

100は92に類似の内湾口縁である。101・102は

胴上半部で、101は縦位の平行沈線文を描く。

103・104は無文の胴下半部である。

105～112は土製円盤である。

石器（第345図）

　113・114は凹基の石鏃である。

　113は80新から出土した。ほぼ正三角形で、先

端部が左に湾曲する。長さ1.6cm、幅1.65cm、厚

さ0.45cm、重さ0.8ｇである。石材は黒曜石である。

114は80新の柱穴Ｐ２から出土した。端正な二等

辺三角形で基部がＶ字に切れ込む。長さ2.8cm、

幅1.8cm、厚さ0.45cm、重さ1.46ｇである。石材

はチャートである。

　115～118は胴部断面定角型であるため磨製石斧

と考えたが、いずれも刃部を折損しており、一部

に棒状の磨石が含まれる可能性がある。115は80

新の柱穴Ｐ３から出土した。刃部を折損し、腹面

の左側縁が広範囲にわたって剥落する。長さ

10.9cm、幅4.4cm、厚さ3.2cm、重さ239.57ｇで

ある。石材は安山岩である。

　116は80古から出土した。刃部を折損し、左側

縁部も広く剥落している。長さ9.8cm、幅3.9cm、

厚さ3.2cm、重さ180.01ｇである。石材は砂岩で

ある。117は80新から出土した。胴部中段から短

軸方向に折損し、腹面中央部から右側縁部にかけ

て広く剥落している。長さ5.4cm、幅4.8cm、厚

さ2.9cm、重さ81.95ｇである。石材は安山岩であ

る。

　118は80新の下層から出土した。左側縁部中段

から右側縁の刃部付近にかけて斜めに折損してい

る。長さ8.6cm、幅4.1cm、厚さ3.1cm、重さ

127.41ｇである。石材は砂岩である。

　119～122は打製石斧である。

　119は80新の上層から出土した。長軸両端のう

ち、断面鋭角な方を刃部と考えたが、基部が大き

く刃部先細りとなる倒卵形のプロポーションであ

る。背面基部側に自然面が残る。

左側縁に抉りが作られ、また右側縁中断から刃

部にかけて細かな調整剥離が連続する。このこと

から、本来分銅形の石斧が折損した後に刃部再生

して使い続けたものと考えられる。

長さ9.3cm、幅6.2cm、厚さ2.6cm、重さ151.08

ｇである。石材は頁岩である。

　120は80古から出土した。短冊形の打製石斧で、

腹面に打割面が残る。長さ11.5cm、幅5cm、厚さ

1.4cm、重さ100.54ｇである。石材はホルンフェ

ルスである。

　121は80古から出土した。短冊形で、刃部を折

損する。長さ7.7cm、幅4.3cm、厚さ1.3cm、重さ

56.9ｇである。石材は緑泥片岩である。

　122は80新から出土した。胴部中段から折損す

るが、胴部のくびれた短冊形の石斧であったと考

えられる。基部の両端が鋭角に張り、破断面に対

し数度の打撃が加えられていることから、破損を

契機として再加工され、基部側が刃部として使わ

れている可能性がある。

長さ7.5cm、幅5.1cm、厚さ1.3cm、重さ81.05

ｇである。石材は砂岩である。

　123～126は磨石である。

　123はＰ３・４から出土した。棒状の磨石で、

長軸側一端が折損する。長さ11.8cm、幅2.8cm、

厚さ2.3cm、重さ125.86ｇである。石材は緑泥片

岩である。124は80新上層から出土した。楕円形

の磨石で、中央から折損している。断面定角形で、

表裏に使用面を持つ。凹石に転用されており、表

面中央に円孔が残る。長さ7.6cm、幅6.4cm、厚

さ3.1cm、重さ262.51ｇである。石材は閃緑岩で

ある。

　125は80新上層から出土した。棒状の自然石を

使用しており、短軸方向に折損している。表面左
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側縁と裏面右側縁に数か所の剥離がみられ、叩き

石としても使用されたものと考えられる。長さ

7.1cm、幅4cm、厚さ2.2cm、重さ112.32ｇである。

石材は砂岩である。

　126は80古から出土した。円形の磨石とみられ

るが、中央から短軸方向に折損する。

断面定角形で、表裏に使用面を持つ。凹石に転

用されており、裏面中央に凹孔を持つ。長さ

5.8cm、幅6.7cm、厚さ4cm、重さ261.44ｇである。

石材は多孔質安山岩である。 
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所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

諏訪野遺跡

集落跡 縄文時代 住居跡 44軒 土器
石器
土製品
石製品

縄文時代中期の住居跡は外径
180mの環状集落を構成するもの
とみられる。
住居跡の軒数が多く、密度も高
い。また、個々の住居跡の遺存状
況はきわめて良好である。

土壙 113基

集石遺構 ２基

近世 掘立柱建物跡 ９棟
井戸跡 ２基
土壙 157基
溝跡 12条

　要　　約

　諏訪野遺跡は桶川市西部の大宮台地内陸部に所在し、荒川支流である江川谷奥の低湿地をのぞむ台地縁辺に位置し
ている。
　遺跡は台地部と低地部からなり、台地部からは縄文時代と近世の集落跡、低地部からは縄文時代の遺物包含層が発
見された。縄文時代の集落跡からは前期から後期までの遺構・遺物が出土したが、中期のものが特に多く、その配置
は直径約180ｍの環状集落となっていた。
　中期の竪穴住居跡は同時期の他の遺跡と比較しても残存状態が良好であり、深さが１ｍ近いものもあった。平面形
は円形や隅丸長方形で、床面中央のやや奥壁寄りに炉跡を持ち、前面に出入り口施設を持っていた。また、柱穴の配
置は主軸線を挟んで左右に２本づつが対置された４本柱のものが多くみられた。住居跡の時期は中期中葉から後葉へ
の移行期に集中しており、極めて短期間に栄えた集落であることがわかった。
　縄文時代の土壙は多くが墓壙であったと考えられ、住居跡群の間隙に散漫に分布していた。集石土壙は２基発見さ
れたが、うち１基は住居跡の炉跡を再利用してつくられていた。ピットは環状集落の中央広場縁辺に集中していた。
　近世の遺構群は台地奥部に集中しており、ヤドロと呼ばれる河成堆積物が荒川の河川敷から持ち込まれた近世の農
地開発に前後して残されたものと考えられる。
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